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カ ザ フ族 の 遊 牧 生 活

加 藤 九 詐＊

　国立民族学博物館（以下，民博 とい う）

の中央 ・北 アジア展示室 には，中央ア ジ

アのカザフ族 （中国ではハ サ ック恰評 克

と表記） のユルタ １０ＰＴａ （天幕）が展示

されている （標本番号 Ｈ６５３７０）。 本稿

は，かつて中央 アジァの代表的遊牧民で

あったステ ップ （とりわけ西部）のカザ

フ族の革命 前の遊牧生活のあ らま しを文

献 によって紹介 し，その生活の拠点 と し

てのユルタについてのべ るもので ある。

１． カザ フ族について

　 カザ フ （またはカザ ーフ， ここではカ

ザフとす る）族 はユーラシア内陸部 の原

住民 である。 自称 をカザ フ Ｋａ３ａｘ また

はカザ ク Ｋａ３ａＫ といい，ソ連邦 で は１５構

成共和国の １っ として カザ フ共和 国， 中

国で は恰 蒔克（ハサ ック）自治州お よび自

治県 を形成 してい る。 カザ フ族 はソ連 国

内 に５２９万９千人（１９７０年現在），中国に約

８０万人 （１９７８年現在）の ほか，モ ンゴル

人民共和 国，ア フガニスタンにも住 んで

いる。言語 はアルタイ語族 に属す るチュ

ル ク語 のキプチ ャク ・グループである。
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　 カザフ族 は１９２５年頃 まで ロシア文献で

キルギス ・カザ クＫＨｐｒＨ３－Ｋａ３ａＫまたは

単 にキルギス ＫＨｐｒＨ３と称せ られた。 こ

こには明 らかに， カザ フ族 に隣接 するキ

ルギス族 との混 同がみ られ る。 この理 由

について トカ レフはつ ぎの ように説明 し

ている。

　 １６－１７世紀お よび１８世紀前半の ロシア

文 献では一般 にカザ クまた はカザチヤ ・

オルダ Ｋａ３ａｑｂＨ－ＯＰＡａと称せ られた。 と

ころが１７３０年頃か ら， つまりカザ フ族 の

一部が ロシア帝国の治下 に入 ってか ら
，

キルギス ・カザ クとよばれ るようになっ

た。 これは，一面 で はロシアのいわゆる

コサ ック （これ も Ｋａ３ａＫ と書 く）と区別

す るために，他面で は隣…接 のキル ギス族

とよ く似 ているところか ら，文献上で キ

ルギス ・カザ クまた はキルギス ・カイサ

ク ＫｖａｐｒＫ３－ＫａｔｉｃａＫ とよばれるよ うにな

った ［ＴｏＫＡＰＥＢ　Ｉ　９５８：３７１］。

　 （１）　 カザ フ族 の形成

　 「カザ フ」 とい う言葉の起源 につ いて

は諸説があ るが，今の ところ定説 はな い。

ある人 はカス ・アク （Ｋａｃ－ａＫ， 白いガ ン

の意）に由来す るといい，別 の人 はカズ ・

サク （Ｋａ３カズ族 と ｃａＫ サカ族 の合成）

に起源す るとい う。 また， チュルク語の

カザ ク 「自由なステ ップの人 々」か らき

た との説 もある。佐 口透 教授 は 「カザ ー

フとは トル コ語で “叛 徒”“本 国か ら離脱

して 自由行動を とった者” とい う意味で

ある」 とのべて いる ［佐 口　 １９７８：３９］。

「カザク」 のこの意味 は， 後代 にロシア

の 国境屯田兵 の総称 と して移 って いった。

ロシア人が 「カザ ク」の語を避 けたの は，
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ロシアの国境屯 田兵 のカザ ク （また はコ

サ ック） との混 同を避 ける意味 が最大の

理 由だったか も知 れない。

　民族 と しての 「カザ フ」の起源 につい

て も， これがチ ンギス ・ハ ン以前か らあ

るとの説 と，１５世紀 中頃で あるとす る説

があ る。現在 は大体後者 の見解が有力の

ようである。 佐 口教授 もこの説を とり，

つぎのようにのべている。カザフ族 は「モ

ンゴル帝国の ４つのハ ン国の １つである

金 帳ハ ン国が崩壊 したのち， いまのカザ

フ草原でモ ンゴル， トルコ系種族集団が

離合 集散 した結果，形成 された ウズベク

とい う新 しい民族の分派で あって， ウズ

ベク族 がアブールーハ イル・ハ ンに率 い ら

れて西 トル キスタ ンに移動 したのに対 し

て， モ ンゴルの遊牧 的伝統 を守 る集団 が

カザ フ草原 とセ ミレチエ地方で，カザ フ

と称 して，金帳ハ ン家の末商 を擁 して遊

牧民国家を建てたのがお こりで ある」［佐

口　　１９７８：３９］。

　 １５５８年 モスクワか らブハ ラを訪れたイ

ギ リス人 ジェ ンキンソンの旅行記 には，

「タシケ ン トに戦 いを挑 むのはマホメ ッ

トの掟 に従 うカザ ック族 であり……」 と

いう表現を もってカザフ族 の名で登場 し

て いる ［ジェンキ ンソン　１９８３：４６］。

　 トカ レフは種族連合 と してのカザ フと

民族 としての カザ フの形成 を別 に考 えて

いる。彼 は，民族 としてのカザ フ族 が，

形質的に見 ると南 シベ リア型 と して ほぼ

画一的であ り，言語的に も全域 を通 じて

ほとんど変 らない ところか ら， これだけ

の大民族 が１５世紀か ら１９世紀 までのわず

か ４００年聞 に形成 され るのは困難であ る

と し， したが って１５世紀のカザ フ種族連

合の形成 は，む しろカザ フ民族形成 の最

終段階であろ うと考えている ［ＴＯＫＡＰＥＢ
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１９５８：３７２］。しか しいずれに して も，１５

世紀がカザフ族 の形成史において極 めて

重要な時期 であった ことに変 りはな い。

　［ア クーオルダ］

　１２２７年， チ ンギスーハ ンの長子 ジュチ

（１１７２－１２２４） は，父 によってキプチ ャク

大草原 ＩｌａＵＩＴ－Ｈ　ＫｂｌｎｑａＫに分封 された。

キプチ ャク大草原 はカザ フ草原 ともよば

れ，カザ フ族 の活躍 の舞台であ った。 ジ

ュチは， ヴォルガ河 口のサ ライを都 とす

るキプチ ャク ・ハ ン国 （金帳汗 国 Ａｌｔｕｎ

Ｏｒｄｏ， ロシア語で ３０ＪｌｏＴａＨ　ＯｐＡａ）の

創始者であ る。この王国はまた ジュチーウ

ルスともよばれ る。

　 ジュチーウルスは１４世紀初頭，白帳汗国

ＡＫ－ＯＰＡａと青 帳汗 国 ＫＯＫ－Ｏｐ双ａ （金帳

汗 国の本家） とい う二 つの王国に最終的

に分裂 した。 白帳汗 国は金帳 （青帳）汗

国 にたい して従属 的関係 にあったが， し

か し同 じジュチの子孫 ではあって も，バ

トゥとはちが う系譜 のハ ン家をいただい

ていた。白帳汗 国は主 としてオルタ㌧エジ

ェンの子孫，金帳汗国はバ トゥと トゥガー

テ ィムールの子孫 によって支配 された。

しか し白帳汗国 はジュチーウルスの東 部

領域で， ウラル川以東 の現在のカザフス

タ ンの地 （セ ミレチエをのぞ く） および

アラル海 と シルダ リヤの北部地域 を占め

た。 アクーオルダの 中 には シャイバ ンの

所領 も含 まれた。

　 ア クーオルダはモ ンゴルの侵 入 以後 カ

ザ フスタ ンに形成 された最初の王 国であ

った。 「この住民は， 古 くか らこの地 に

住み， モ ンゴルの征服以前 にキプチ ャク

部族連合 に入 ったチ ュルク語の諸部族，

お よびチ ンギスーハ ンが来襲 したとき，カ

ザ フスタ ンとアルタイの東部お よび南東
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部か ら移動 して きた人 々であ った。 キプ

チャクのほか，ナイマ ン Ｈａ員ＭａＨ，ウイス

ンＹＨＣＹＨ （ウシュ ンｙ田［ＹＨｂｌ），カルルク

ＫａｐｎｙＫＨ， キ レイ ト ＫＨｐｅＨＴｂｌ （キ レイ

ＫＨｐｅＨ）， コ ング ラ トＫＯＨｒｐａＴｂｌ，マ ンギ

ー ト ＭａＨｒｂ１Ｔｂｌらの部族が住んでいた」

［ＨｙｃｙｎＢＥＫｏＢ　 １９７９：１５１ユ。

　金 帳 汗 国 のハ ン， ジ ャニ ベクの 死 後

（１３５９年），ハ ン位 をめ ぐるはげ しい争 い

がお こり，アクーオルダ もこれ にまき こま

れた。 この頃中央アジァにチムールが登

場 し，チ ムールの支持を得たアクーオルダ

の トフタ ミシュ ＴｏｘＴａＭｂｌｕｌは １３８０／８１

年金帳 汗 国 のチムールートゥグルグを追

放 して支配権を にぎった。 しか しやがて

チムールとチムールートゥグルグ を敵 に

まわ した トフタ ミシュは，１３９１年 ６月 ク

ンドゥズチ ャ川 （今の クイ ビシェフ州に

ある） の決戦，つづいて１３９５年 テ レク川

の戦いでチムールに破れ去 った。１３８０年

代以後，ア クーオルダはウズ ベクーウルス

とよばれ るようになった。 １５世紀 中頃，

金帳汗国 は崩壊 し，その旧領内にカザ ン，

アス トラハ ン， クリミアの ３汗 国が成立

し， ホラズ ムはチムールの支配下 に入 っ

た。 一方， アクーオルダ も著 しく弱体化

し，かつてその治下 にあった シャイバ ン

ーウルスの有能なハ ン
，アブルハ ィルーハ

ン Ａ６ｙｎｘａｔｉｐ－ｘａＨ に支配 され るに至 っ

た ［ＨｙｃｙｎＢＥＫｏＢ　 １９７９：１５４］。

　［モゴ リス タン］

　アクーオルダが栄えた頃，セ ミレチエの

有力な部族 ドゥグ ラ ト ＡｙｒｎａＴｂｌを中心

にモゴ リスタ ン （また はモグ リスタン）一

ハ ン国が形成 された。 モゴルまたモグル

とは， 「モ ンゴル」 の中央 アジァ的発音

であ って， モゴ リスタン．とはペル シア語

で 「モ グル ＭＯＧＵＬ（蒙古）人 の国土」の

意であ る。

　１４世紀 にはすでに，かつて この地 に移

って きたモ ンゴル諸部族 は，現地 のチュ

ルク族 に同化 され， チュル ク語を話す よ

うにな っていた［ＢＡＰＴｏ調ｂＡ　ｌ９６８：２１２］。

　モ ゴ リスタ ンの最 初 の ハ ンは チ ャガ

タイ家 の トグ ル クーチムール ＴｏｒｎｙＫ－－

ＴｖａＭＹＰで，１３４８年，アルマルイク （今 の

ク リジャ） に首都 をお いた。ハ ン国の領

土 は年代 によって消長 したが，１４８０年代

にはタ シケ ン トやサイ ラムな どの都市 が

含 まれ， セ ミレチエは版 図か らはずれた。

また１６世紀初頭 には，ハ ンの権力 は東 ト

ル キスタ ンのカシュガルに限 られた。 な

お，トグルーチムール は東 トルキス タンに

強制 的にイス ラムを広 めた ことで知 られ

てい る。

　 前記 アブルハ イルーハ ンの ウルス は文

献上 で 「遊牧 ウズ ベクの国家」 ｒｏｃｙｎａ－

ｐｃＴＢｏ　ＫｏｑｅＢｂｌｘ　ｙ３６ｅＫｏＢ とよばれ，西

はヤ イク （ウラル）川，東 はバ ルハ シュ

湖，南 はアラル海 とシルダ リヤ下流部，

北 は トボ ル川 とイルテ ィシュ川中流部 を

しめて いた。しか しアブルハイルーハ ンは

１４５６－５７年オイ ラ ト族 との戦いに破 れ，

１４６８年モ ゴ リスタ ンへの遠征の途 中死亡

し， 「遊牧 ウズベクの国家」 は崩 壊 した

ＬＨｙｃｙｎＢＥＫｏＢ　 １９７９：１８１］。

　［ノガイーオルダ］

　金 帳汗 国 の崩壊 とア クーオルダの 弱体

化の過程 で， カザ フスタ ンの地 に形成 さ

れた もう１っの遊牧 民国家 として 「ノガ

ィーオルダ」ＨｏｒａｔｉＣＫａＨ　ＯＰＡａが形成 さ

れた。 ノガイーオルダの支配的部族 はマ

ンギー トＭａＨｒｂｌＴｂｌで，主 な領域 はヴォ

ルガ川 とヤイ ク （ウラル）川 の間 のステ
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ップを占め， 中心 はサライチク （ウラル

にあ る）付近 にあった。 このオルダの人

々は自らをマ ンギー トと称 した。

　 ノガ イーオルダの 事実上 の創始者 は金

帳汗国の重臣エディゲ ＥＡｂｉｒｅ であ った。

彼 は１５年間 （１３９６－１４１１）金帳汗国のほ

とん ど全権力を手 中にお いた人物 である。

ノガイーオルダ で は， ハ ンだけはチ ンギ

スーハ ンの子孫 か ら選 出 された が，実権 は

エデ ィゲの子孫の手 中にあった。 ノガイ

ーオルダに は
， マ ンギー トのほか，クング

ラ ト， ナイマン，アルギ ン， カ ングル，

アルチ ン， キプチ ャク， ケ ンゲ レス， カ

ルルキ， アラシュ，タマなどの部族 が含

まれていた。 これ らの部族 はカザ フ族 の

形成過程に直接加わ った もの とされて い

る ［ＨＹｃｙｎＢＥＫｏＢ　Ｉ９７９：１８３］。

　 １６世紀中頃のノガ イ ・オルダについて，

１５５８年モスクワか らブハ ラへ旅行 した イ

ギ リス人 ジェ ンキンソンはつぎのように

書 いてい る。 「彼 らはホー ド［オルダ］と

呼ばれ る多 くの集団 に分かれ， １っ １っ

のホー ドには支配者 がいて，彼 らは これ

を集団の王 と してその命 に従 い，マース

［ミルザ】と呼んだ。 町 とか家 とかを彼 ら

はまった く持たず，野外で生活を営んだ

が， それぞれのマースあるいは王 は， そ

のホー ドすなわち領 民を，彼 らの妻子 や

家畜 とともに周囲に従 えており， この集

団 は一箇所の遊牧地を食いつ くす と別の

遊牧地 に移 った。その移 動のときは，大

型 あるい は小型の荷車の上 に天幕 を張 っ

た ような家 を持 って いて， これ を遊牧地

か ら遊牧地へ とラクダ に引かせ，彼 らの

妻 も子 も， それか らすべての財産 も， と

いって もそれ はご く僅かだ ったが， これ

に載せて運搬 した。男子 はみな，少 な く

とも四人ない し五人 の妻を持 ち， その他
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　 　 　 　 　 　 　 　 かね

になお妾 もいた。金 とい うものは使用せ

ず，ただ彼 らの家畜を，衣類 その他の必

需品 と物々交換 した。芸 術 と学 問とかに

は何の関心 もな く，長 じてい るのは戦い

だけで， これにかけて は熟練者であ った。

とはいって も多 くの場合，彼 らは遊牧の

民 で，大量の家畜 を養 い， これが彼 らの

全財産であ った。大 いに肉類， とくに馬

肉を食 い，馬乳 を飲み，しば しば この馬乳

で酔 っ払 った」［ジェンキ ンソ ン　 １９８３：

１５－１６］。

　 ジェ ンキンソンが ここで書 いてい るの

は， 当時のノガイ ・オルダの富裕な有力

者の生活 と考え られ る。 ここで興味深い

の は，彼 らの住居 について 「小型の荷車

の上 に天幕 を張 った ような家」 と書かれ

て いることで ある。１６世紀当時は，１８世

紀以降のよ うに，ユルタを分解 して ラク

ダ に積んで移 動す るような機 動性 はな く，

チ ンギスーハ ン時代 のモ ンゴル と 同 じだ

ったのである。遊牧民 は移動に機動性を

持たせ ることによって，その行 動範 囲は

著 しく広が ったと考 え られ る。

　 １６世紀後半 ，カザ ン ・ハ ン国 とアス ト

ラハ ン ・ハ ン国が ロシアに併合 された後，

ノガイーオルダ は崩壊 し，住民の一部 はや

がてカザ フ族 の小 ジューズ に組み入 れ ら

れた。「アブルハ イルーハ ンの創始 した遊

牧 ウズベクの ハ ン国 とノガイーウルスの

住民の部族構成 は，基本 的には同 じであ

った。 その中 には， この地域で遊牧 して

いたチ ュルク語の諸部族 （キプチャク，

カルル ク， カ ングル，アルギ ンその他）

と，古来の現地住民 によ って同化 され は

したが， なお モ ンゴル的名称 を残 してい

る諸部族 （マ ンギー ト， ミング， メルキ

ー ト，タ ングー トその他） が統一 されて

いた」［ＴｏｎｃＴｏＢ　ｌ９６３：３２６］。
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　民族 としてのカザフ族は，以上あげた

ような遊牧的部族国家の成立 と崩壊の過

程に形成 されたのである。

　［カザ フの ３ジューズ］

　１３５０－１３６０年 頃か ら，ア クーオルダの部

族 た ちは， それ までの伝統的 自称である

「キプチャク」の代わ りに，文献上で 「ウ

ズ ベク」 とよばれ るよ うになった。 クメ

コフは書 いてい る。 「ア リス トフ Ｈ．Ａ．

ＡＰＨＣＴＯＢ，ヤ クボ フスキー Ａ．　Ｋ），　ＳＩＫｙ－

６０ＢｃＫＨ転 イ ワノブ ｒｌ．　ｒＩ．１・｛ＢａＨｏＢ は

『ウズベク』 ｙ３６ｅＫ とい う言葉 が金帳汗

国のハ ンであ った ウズベク（１３１２－－１３４２）

の名に由来す ると している。 セ ミョノブ

Ａ．Ａ．　ＣｅＭｅＨＯＢ は， 『ウズベク』とい う

言葉 は東方 の著者た ちによ って， ウズベ

クーハ ンの領民ではな く， アクーオルダの

部族 にあたえた もので， したがってハ ン

の名前 とは関係 のないことを論証 した」

［ＨｙｃｙｎｂＥＫｏＢ　１９７９：２５４１。ガフーロフ

Ｂ．ｒ．　ｒａΦｙｐｏＢとア フメ ドブ Ｂ．　Ａ．　ＡｘＭ－

ｅＡＯＢ もセ ミョノフ説 を支 持 して い る

［ＡｘＭＥｎｏＢ　 １９６５：１１－１７；ｒＡΦｙｐｏＢ

ｌ９７２：５４７－５４８］ｏ

　 カザ フ草原 には， いつの頃か， ３っの

部族連合 ＞Ｋｙ３が形成 された。 これはカ

ザフ語 で大 ジューズ ￥ｎｂｌ　＞ＫＹ３， 中 ジュ

ーズ ＯＰＴａ》Ｋｙ３プ小 ジューズ ＫＨＩＩ．ＩＨ＞Ｋｙ３

とよばれた。 ジューズ とは部分，側を表

す言葉で， ロシア語で は便宜的 にオルダ

Ｏｐ八ａ と訳 されて いる。 ジューズはカザ

フ民族史 の中で 重要 な役 割 を果 したが

（遺制的には今 日まで残 っている）， この

ジューズを統合 する ものと して，言わば

ゆ るい政治的な組織 としての 「カザ フ ・

ハ ン国」が，まだアブルハイルーハ ンの存

命 中であ った１５世紀後半， チュー川 とタ

ラス川の流域を中心 と して形成 された。

それを支配 したのはジュチ家の系統 であ

るギ レイ とジャニベクの ２人 であ った。

　カザ フ ・ハ ン国はジャニベ クの子 カ シ

ムの時代 に，ムハマ ッド・シャイバ ニと

の間 に長期 にわたって争いをつづけ， カ

ザ フ族 の勢力 を著 しく広げた。 シャイバ

ニは北方 の シャイバ ン朝の出身であ るが，

チムール死後のチムール朝か ら中央ア ジ

アを奪 い， ブハ ラを中心 にシ ャイバ ン朝

を開いた人物 である。

　１５９８年， シャイバ ン朝 出身のクチュム

をハ ンとす るシベ リァ ・ハ ン国が滅亡 し，

カザ フ ・ハ ン国 とロシア とは 領 土 を 接

す るよ うになって， ユーラシア草原 に新

しい時代が開かれた。 しか しカザ フ ・ハ

ン国 は ３つのジューズをまとめた中央集

権 的な国家 になることはで きず，１８世紀

初頭 の タウクの とき全 く分裂 し， カザ フ

スタン全 土の ロシア併合 までジューズが

分散的な勢力を保 ちつづけたので ある。

（２） １６－１７世紀のカザフの社会構成

　カザフ ・ハ ン国の社会構成は，単にそ

の時代だけにとどまらず，その後ロシァ

革命までのカザフ社会を理解するうえで

きわめて重要である。

　［ウルス ｙ」１ｙｃとイル ＨＡｂ］

　 ウルスは１６世紀のカザ フ遊牧民の政治

組織 の基本的形態であった。 ウルス には，

モ ンゴル帝 国の枠内における支配王朝成

員の分封領の意味 と， 「国」という意味が

あった。 １３－１４世紀のダ シュ トーイ・キプ

チ ャクにお けるジュチ家の所 領は 「ウル

ス ・バ トゥ」，「ウルス ・ベルケ」，「ウル

ス ・ウズ ベク」 とよばれた。 アクーオル

ダ も， １４世 紀後半 「ウルス ・ウルスーハ

６５７



ン」 とよばれた。 モ ゴ リスタ ンも支配的

ハ ンの名前 をつけて 「ウルス ・トグル ク

ーチムールーハナ」ｙｎｙｃ－ＴｏｒＪｌｙＫ－ＴＨＭｙｐ

－ｘａＨａとか 「ウルスーイ・モグール」Ｙｎｙｃ

－ＨＭｏｒｙ馮とよばれた
。アブルハ イルーハ

ンの汗 国は 「ウルスーイ・ウズベ ク」ｙｎｙｃ

－Ｈｙ３６ｅＫ
，つま り 「ウズ ベクの ウルス」

とよばれ た。

　 ウルスのほか，古 いチュル クの概念 で

あ るイル Ｈｎｂ，エル ｇｎｂも広 く用い られ

た。これ は独立 して用い られる ことも，ウ

ルスとな らべて用 い られ ることもあ った。

例 えばイルーイ ・ウズベ ク ｌｉｎ－ｖａ　ｙ３６ｅＫ，

イルーイ・モグール Ｈｎ・－ｆｌ　Ｍｏｒｙπ，イル ・

ワ・ウルスーイ・モグール Ｍｎｂ　Ｂａ　ＹＪＩＹＣ－Ｈ

Ｍｏｒｙｎ である。「イルの概念 は， ウルス

と同 じように， 国， 国の住民全体， とり

わけ “遊牧民族の主要な部分” である部

族 また は部族 グループを表現 す るのに用

い られた」 ［ＨｙｃｙｎＥＥＫｏＢ　１９７９：１８８］。

「全 ウルスの人 々を表現す るのにチュル

クの言葉 ∂ｎｂ（ｕｎｂ，　Ｈｎ）が用 い られた。

……ウルスの占める地域 はチ ュルク語の

イウル トＭｙｐＴとよばれた」［ｃｙｎＴＡＨＯＢ

１９８２：７８］。

　 スルタノブはウルスの人口につ いて，

条件 によってかな り変動 した と考えてい

る。彼 はさまざまな文献を整理 して，天

幕数 （家族数） １万 ，人 口は約 ６万人 で，

これが小 ウルスを形成， この程度 の小 ウ

ルスが ５～ ７個集ま って大 ウルス とな り，

人 口は４０万 あま りと推定 して いる。１６世

紀のカザフ ・ハ ン国には約２０の小 ウルス，

約 ３つの 大 ウル スが 含 まれていた。 １６

世紀初頭， こうした大 ウルス はジャニベ

クーハ ンの息子た ち，つま りカシムースル

タ ン， ジ ャニ シースルタ ン， タニシュース

ルタ ンらの ウルスであ った ［ＣｙｎＴＡＨＯＢ

６５８
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１９８２：８１］σ

　 スルタノブは１６世紀後半のカザフ ・ハ

ン国の総人 口を １２０万 と してい る。 また

レワシ ン Ａ．ＪｌｅＢａｌｌｌｖａＨは １９世紀初頭 の

カザ フの人 口を男女合計２５０－３００万 と推

定 して いる ［ＣｙｎＴＡＨｏＢ　 ｌ９８２：８２］。

　 ［ハ ンとスルタ ン］

　 ハ ン国の首長はハ ン （汗） であり，そ

の権力 は世襲 で，支配系統の年長者 につ

たえ られた。汗 国の最高権力 はハ ンの手

中ににぎられたが， しか し重要 な ことは

ハ ンの親戚 であるスルタ ン，貴族，聖職

者 らの合議 によって決定 された。 イブン

・ルズ ビハ ンによれば，「チンギスーハ ン

の子孫 はスルタ ンとよばれ， その中で最

も有力な人 がハ ンとな る」 とのべてい る

［ＣｙａＴＡＨｏＢ　ｌ９８２：８５］。 またスルタノ

ブは， ウルスのスルタ ンの数 は１８－２０人

を下 ることはない と考えている。 オスマ

ンートルコで は王 また は ハ ンのことをス

ルタンと称 したが， しか し王 だけでな く，

オスマ ン朝 のすべての王子，王女 を意味

した。 中央 アジアとカザフスタンでは，

少 な くとも遊牧 ウズベクのハ ン国以後，

スルタ ンはチ ンギスーハ ンを 先 祖 とす る

王朝 の各成員の称号であった。 スルタ ン

と同 じ意味で オ グラン ｏｒｎａＨ または ト

レ Ｔ６ｐｅとい う言葉 も用 い られた。

　ハ ン位 にたいする独 占的権利 は， チ ン

ギスーハ ンの子孫 （スルタ ン）だけが持 っ

て いた。チ ンギスーハ ンの子孫 は，民族 と

国境 に関係な く， なん らかの程度で モ ン

ゴル帝国の伝統 を残 してい るところで は，

ハ ン位を要求 することがで きた。 カザ フ

・ハ ン国 は このよ うな 遊牧 国 家 で あっ

た。チ ンギスーハ ンの子孫 は「自い骨」ａＫ

ｃｙｔｉｅＫとよばれた。ユ７２０年代以後，カザ
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フの ３つの ジューズにおいて，それぞれ

の首長 としてハ ンが現れた。 これ以後，

ジューズ は独 立 した ム ン 国 とな っ た

［ＣｙＪＩＴＡＨｏＢ，　 １９８２：８５］。

　 スルタ ンは，軍事以外の義務 を負わず，

また体刑 をまぬがれた。 またスルタ ンの

裁判 をとりしきるのは年長のスルタ ンま

たはハ ンだけであ った。１９世紀初頭 にお

いて も，ふつ うの人 がスルタ ンに出会 っ

た ときには，馬 か ら降 りて，片膝 をつい

た。 スルタ ンはこれに答えて， 自分 の手

を相手の肩 の上 においた。天幕 内で も同

じであ った。 ある人がスルタ ンの称号を

詐称 した場合 には１５－３０回鞭 で打たれた

［ＣｙハＴＡＨｏＢ　 Ｉ９８２：９５］。

　 スルタ ンにはふつ う多 くの妻 があ り，

息子の数が１３－１５人 に達す ることは珍 ら

しくなかった。 したがって，１９世紀初頭

のスルタ ンの数 は１０００人 をはるかに上 ま

わ った と考 え られ る。

　［ピー ＢＨＨ］

　 ピーは，チ ンギスーハ ンの子孫 に属 しな

いカザ フの氏族 や部族の長であ る。バル

トリドによれば， ピーは 「古い時代 のべ

ク ６ｅＫ が後代 に形を変えた もので， １５

世紀以前 には見あた らな いものである」

［ＢＡＰＴＯ，πｂ双　　１９６４：３６］。

　 断 片 的 に伝 わった カ ザ フ の 法 令 集

＞ＫｅＴＨ＞Ｋａｐｒｂｌ（７つの法規，タ ウケーハ

ンの法令集）によれば，ピーはその支配下

の氏族成員 の裁判権 を持 っていた ［Ｃｙｎ－

ＴＡＨｏＢ　ｌ９８２：９８］。 ピーはハ ンの 統治

体制 におけ る重要 な一環 として，少 な く

とも４っの資格 を持 って いた。 すなわち

軍事司令官，行政官，裁判官，ステ ップ

の貴族 の代表者であ る。

　 ピーは１９世紀末 までカザ フスタンに残

っていた。１８５４年以後， ピーの称 号 はス

ル タンと 「ア ウルの長老 」の うち ６年間

官職 にあ った もの， ツァー リ政府の任命

した職務 を遂行 した もの にあたえ られた。

「ステ ップ 地域 の 統治 に関 す る法令」

（１８６８年１０月２１日公布）で は， ピーの称号

は一時的な もの とな り，１８９１年 ３月２５日

公布 の法令 によって， カザ フスタ ンにお

けるピーの称号 は 全面 的 に廃止 された

［ＣｙＡＴＡＨｏＢ　 ｌ９８２：１００］Ｑ

　［ノｓ’イ　Ｂａ尚］

　 これ はカザフ遊牧民 において最 も多数

を 占める支配的階層で あった。６ａｔｉとは

チュル ク語で 「富 める」の意であ って，

フ ァズ ララー ・イブ ン ・ラズ ビバ ン ●イ

スフ ァハ ニによれば， キプチャク草原 お

よびモ ゴリスタンの諸部族 において 「富

め る人，多数の家畜を所有す る人 」の意

であ った。 このことか ら，バ イはかな り

多数の，社会的 に一様で はないグループ

であ って，共通点 は多数の家畜の所有者，

つ まり富者であった と考え られる ［Ｈｙｃ－

ｙｎＢＥＩ〈ｏＢ　１９７９：２１８］。

　 研究者 によれば， カザ フスタ ン遊牧民

の １家族（５人）が独立 した生計を営むた

めには，ふつ う１５－２０頭 の馬，５０－１００頭

の羊 と山羊，少な くとも６頭の牛 と２頭 の

ラクダが必要 で あ る ［ＴｏｎＣＴＯＢ　 １９６３：

３３０］。しか しカザ フの大部分の牧民の所

有家畜 は この数 に達 しなかった。スルタ

ノフは，１９世紀，中 ジューズの遊牧民の

６０％ は独立で きなかった とのデータを引

用 して いる ［ＣｙＪｓＴＡＨｏＢ　ｌ９８２：１０１］。

スルタノブは同 じところで，レフシンＡ．

ＪｌｅＢＩＩＩＨＨの調査 に基づ き，バ イの所有す

る家畜数をあげて いる。 すなわ ち，羊約

２万頭， ラクダ４０Ｑ－－５００頭，馬８ＱＱＯない

６５９



し１０，０００頭 に達 した との ことであるｑ

　バ イの称号 には経済 的な意義 と政治的

な意義の二つが含まれていた。バ イは，

経済的にみれ ば富裕であ り，富裕である

ことによ って一定の政治的意義を獲 得 し

たのであ る。

　 さきにあげた ♪ＫｅＴＨ》Ｋａｐｒｂｌによれば，

バ イは，彼 がスルタ ンまた はピーでない

場合 には，毎年 自分の財産の２０分 の１をハ

ンに納入 した ［ＣｙｎＴＡＨｏＢ　 ｌ９８２：１０２］。

　 カザ フにあ っては， また夫婦 １組の う

ち，夫 のことをバ イ，妻 の ことをハ ティ

ンｘａＴｂｌＨまたはハ トゥン ｘａＴｙＨとよん

だ。古代 チュルク語でバ イは「富め る人」

「旦那 」を現 し，ハ トゥンは 「女主人」

を意味 した ［ＴｏｎｂｌＢＥＫｏＢ　 １９７１：５０７］。

トルス トフは１２世紀のホ レズムについて

書いている。 「ホ レズムの 支配者 が古代

ホ レズ ムの称号 『ホ レズ ムシャー』 とア

ラブの称号 『スルタ ン」 を名の った とき，

ホ レズ ムシャーの第一夫人 は古代 チ ュル

クの称号ハ トゥンを名の った。 こうして

ホ レズ ムの王妃 は，王 国内に入 ったチュ

ル ク諸族 に 関 して， 王国 の最高主権 を

持 つ女性であ ることを示 したので ある」

［ＴｏｎｃＴｏＢ　 ｌ９４８：２８６］。

　 バ イは時代が下 るにつれて カザ フの一

般民衆 の生活に入 り，夫 は一家の長， さ

らにはその主要な富であ る家畜 の所有者

として， この称号を用い るよ うになった。

同時にハ トゥンは 「家事を切 りもりす る

人」の意味で，妻の称号 とな った。 こう

した用法 はカザ フだけでな く， ウイグル，

ウズ ベク， キルギス， トル クメン， タタ

ールな ど多 くの民族で もみ られ る。

［バ テ ィル ＢａＴｂｌｐ］

ユ６－一一１７世紀の カザ フ社会の特権 的グル

６６０

国立民族学博物館研究報告　　８巻３号

一プに属す るものと してバ テ ィルがあっ

た。 チ ュルク ・モ ンゴル 語 の バ ティル

ＢａＴｂｌｐ，バハ ドウル Ｂａｘａ双ｙｐ，バ ガ トウ

ル ＢａｒａＴｙｐは１５世紀以後 ロシア語に入

り，バ ガティ リＢｏｒａＴｂｌＰｂとな った。 こ

れ は当初，戦 いの とき敵 に一騎打 ちをよ

びかけ る勇敢 な男の意であった ［ＣｙｎＴＡ－

ＨＯＢ　　Ｉ９８２：１０２］。

　 チ ンギスーハ ンの時代以後，バ ティル は

封建化 した軍事的 ・遊牧的貴族の代表者

に，称号の １っと してあたえ られた。バ

ティルは しか し，勇敢 な人物の称号であ

るにとどま らず，職業 的軍人の系列 に入

る人物の うち， と くに戦功 のあった もの，

ハ ンまた は有力なスルタ ンに近 いもの に

あたえ られた。

　 バ ティル はまた軍事的司令官の意味で

もあった。 「しば しば バ ティル は ピーと

ハ ンを兼ねた。遊牧社会のそれぞ れのハ

ンは主要な軍司令官 と して，戦時 にお け

る民衆の運命を決定 した」 ［ＴｏｎｂｌＢＥＫＯＢ

ｌ９７１：２５５］。カザフのハ ン，カ シム， ウ

ズベ クのハ ン， シェイバ ニ，モゴ リスタ

ンのハ ン，スルタ ンーサイ ドはみなバ テ ィ

ルであ った。アブ ラィーハ ンもバ テ ィルで

あ った。１８世紀 になる とバ ティルの役割

はさらに高 まった。 それはつ ぎの ような

ことわざに 現れている。 「主人 があたえ

れば，バ テ ィルは受取 る， あた えな けれ

ば自分 で取 る」，「バ テ ィル とオオ カ ミは

路上で食物 を獲得す る」，「強いアウルの

若者 は互いにバ ティル と呼び，弱 いアウ

ルの若者 は互 いに女 と言 う」。 カザフの

バ テ ィル制 は， カザ フの ジューズが ロシ

アに併合 された時期 （１８世紀後半），カザ

フ遊牧社会で最 も強 い影響力を もってい

た ［ＴｏｎｂｌＢＥＫｏＢ　 １９７１：２５７］◎
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　［アクサカル ＡＫｃａＫａｎｂｌ］

文字通 りには “白いひげ”を意味す る

チュル ク語。バ ル トリ ドによれば， ア ク

サカル は 「事実上一定の法律上 の権限な

しに，自分 の年齢，富，以前 の功労 によ

って尊敬 を得て いる人」である。 ・

　［シヤルア Ｈｌａｐｙａ］

　一般の遊牧民の ことであ る。 ほかにカ

ラチュー Ｋａｐａｇｙ とい う用語 もあ った。

カザ フの遊牧国家 の特徴 は， 自由な遊牧

民の人格 と財産 の保護 は，国家機関 によ

ってで はな く，全面 的に氏族の団結 によ

って確保 された ことである。 ピーによ っ

て代表 され る国家は，例 えば殺 された人

の親族 にたいす る報復 の権利，掠奪 され

た者 にた い す る報復の掠奪 （ＢａｐａＨＴａ）

の権利 をあたえ るだけであった。 したが

って人 々は， 自分の属 する氏族か ら離れ

ることは，全 く無防備の状態 とな り， ほ

とんど死 を意味 した。一般遊牧民の最大

の義務 は戦士 にな ることと，現物の形で

税を納 め ることであ った。ハ ン国内の農

耕民 も税 を徴収 された。

　［クル ＫｙＪＩ］

　奴隷のことで，ロシア語で ラブイＰａ６ｂｉ

である。クルは証人になることができず，

またどんな場合でも主人の扱いにたいし

て訴えることはできなかった。クルは自

らの犯罪にたい して責任がな く，責任は

その主人が負った。そしてクルにたいす

る生殺与奪の権利 はすべて主人にあると

された。

　 クルの供給源は捕虜，奴隷売買，負債

であった。 このうち捕虜が最 も多かった。

遊牧民は隣接する農耕民を襲い，手工業

品や食糧だけでなく，捕虜をつれ去 った。

そ して男 は奴隷市場に出 され，女 は妾や

埠 とな った。

　 つ ぎに多 いの は，親によって売 られ る

子 どもであ った。 ジェンキンソンはその

旅行記の中 で 書 いて いる。 「余 が同地 に

いた頃 は，器量 よ しの タタール人 の子供

らをその生みの父親 ・母親か ら，望むな

らば１０００人で も買 い受 けることができた

ろ う。つ まり男 の子で も女の子 で も， イ

ギ リスな らば ６ペ ンス くらいの値打 のパ

ンの一塊 で 買えたのだ」 ［ジェンキンソ

ン　 １９８３：２０］。 こう した ことは１９世紀

中頃まで旱ばつや飢餓 のときに行 なわれ

た。「１５－１８世紀 のカザ フの軍事 ・遊牧 的，

家父 長制 ・封建的生活 の特徴の １つは，

家父長的奴隷使用 Ｐａ６ＣＴＢＯ と奴隷売 買

Ｐａ６０ＴｏｐｒＯＢｎ”の存在で あった。これ は

家父長制 的・封建 的遊牧社会 の社会 ・経済

の本質その もの に起源 して いた」 ［Ｔｏｎ－

’ｂｌＢＥＫＯＢ　　ｌ　９７１：２８３］
。

　 カザ フスタ ンにお ける奴隷使用 は，公

式 には！８２２年帝政 ロシァの勅令 によって

部分的 に禁止 された。最終的に徹廃 され

た のは １８７５年 の ことであ る ［ＣＹＪＩＴＡＨＯＢ

１９８２：１１０］。

２．　 カザ７族の物質的生産の基礎

　カザフ族は過去において，「中央 アジ

ア諸民族のうちステップ型の遊牧経済お

よび遊牧文化の諸特徴を最も顕著に身に

つけていた」［ＴｏＫＡＰＥＢ　１９５８：３７２］。

［ア ウルユ

　カザ フ族の遊牧生活は，２－７戸か らな

るアウル（ａｙｎ中国語では阿島ホ と表記）

を単位 に して行 なわれた。東 トルキスタ

ンのカザ フ族についてみれば，「“阿鳥ホ”

６６１



大小不等，有的三，五家，有的十来家，

有的更多一些」であ った［国家民委民族 問

題五紳双書編輯委員会 「中国少数民族』

編写組 １９８１：２００］。 半遊牧 および定住

の アウルは一般 に大 きく，１０－２０戸か ら

な りた って い た ［ＴｏｎｂｌＢＥＫＯＢ　 １９７１：

５０１］。アウルはかつて純粋 に血縁集団 と

考え られていたが， しか し必ず しもそ う

で はな く，血縁以外の要素 もかな り入 っ

ていた。中国資料 にも，ア ウルは 「大都

是 同祖同父的后商，但 有吋也有少数非血

縁美系的成員，則多半是外部 落因貧困而

来依附的牧 民……」 と書かれてい る ［国

家民委民族 問題五紳双書編輯委員会 『中

国少数民族』編写組 １９８１：２００］。

　 ア ウルにはバ イによって経営 される家

畜数 の多 いもの と，家畜数の少 ない，貧

しい牧夫か らなるものがあ った。バ イの

アウル （ふつ うそのバ イの名前でよばれ

た） には，バ イに経済的 に依存 して いる

貧 しい牧民の家族が含 まれていたが， こ

れはカザ フ語でハ ラシ ｘａｐａｍＨ また は

コンス ィ ＫＯＨＣｂｌとよばれた。 そしてア

ゥルの中央 にア ウルの首長の大 きな白い

ユルタ，そのまわ りに黒 くよごれたハ ラ

シのユルタが建 て られた。

　 バ イの大型アウルの場合 は ヒツジ２０００

頭， ラクダ１５０－２００頭，馬 も同数 かそれ

以上であ った。家畜の頭数 はふつ う，仔

の育 った秋 に数 え られた。 これだけの規

模の家畜を飼 うには ヒツジの牧夫３－－４人，

ラクダ の牧夫 ２人，馬の牧夫２－３人，全

部 で ９－１０人 を必要 と した。 家畜の放牧

だけでな く，新 しい井戸の掘 さ く，古 い

井戸 の清掃，水飼 のた めに人手 を必要 と

した。寒 くな って雪が降 ると，家畜が夜

間休 あるように除雪す る必要があ った。

こうした労働力を全部加え ると，上記 の

６６２
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規模 のアウルで約２０人の人手 を必要 とし

た。 この半分 はやとい入れた牧夫であ り，

残 りの半分 はバ イの貧 しい親族であ った

［ＴｏＪＩ　ｂｌＢＥＫｏＢ　１９７１：５２７］。

　や とわれ牧夫の少な くとも半分 は，一

家の長 として独立 したユルタを持 ってい

た。 これにバ イの所有 す る ２－ ３張のユ

ル タ， さらにはバ イの貧 しい親族 のユル

タ数戸を加えて，全部で１２－１５戸 のユル

タか らな るア ウルを形成 した。

　バ イの貧 しい親族た ちは，一般 に，バ

イと同 じアウルをつ くって遊牧す るの は，

同一祖先の子孫 としての血縁関係 による

ものであ り，バ イと自分た ちとの相違 は

家畜数だけであ って， その他 は同権で あ

ると考 えた。彼 らは相互 に，年齢差 によ

って父，母，兄弟，姉妹，嫁など と呼 び

あ った。また， 同 じアウルの子ど もや女

性 たちは，各家族 の貧富を問わず，年長

者 にまず挨拶 し，彼 らを名前で呼 ぶ こと

を しなか った。若 い女性 は年配の男性の

道 を横切 ってはな らず，ユルタ内で はつ

ねに上座 をゆず り， 隣に座 ってい る年 長

者 の許 しな しで食べた り飲んだ りして は

な らなか った。 食事 の とき成人男子が ユ

ルタ内に入 って くると，必ず座 らせて ご

馳走 した。 なにかの不幸が あれば，必ず

互 いに援助す ることになっていた。

　遊牧生活で は，例 えば役畜 として必要

最少限の ラクダがわずか １頭不 足 して も，

その家族 にとっては死活 の問題 であった。

ユルタの部品や生活用具 が運搬で きなけ

れば，水 もない砂漠 あるいは荒れた草原

で立往生 しなければな らない。 そこでバ

イの貧 しい親族 たちは， 自分たちの労働

力 を提供す ることによって，バ イの ラク

ダを貸 して もらうことにな る。 したが っ

て，遠距離 にわた って季節的遊牧 がで き
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るのは家畜と人手の多いバイのアウルに

かぎられた。

　遊牧生活では，数カ月間同じ場所に滞

在する冬 と夏をのぞくと，ほとんど毎 日

移動した。その都度ユルタの分解と組立

をくり返 し， ラクダにそれを積んだり降

ろ したりしなければならなかった。井戸

の水で家畜を水飼することも重労働であ

った。井戸の場合，長さ１．５ｍ ほどの木
ふね

槽が用 い られたが， ２００頭 の ヒツジに水

を飲ませ るには少な くとも２－ ３個が必

要 であ った。 ２人の男が井戸か ら水 を汲

みつづけ るとき， １っの槽 で同時 に３０－－

４０頭の ヒッジ， あるいは ラクダ１０頭を水

飼す ることがで きた［ＴｏＡｂｌＢＥＫｏＢ　１９７１：

５２２］。

　 かつてカザ フ族 の牧草地は季節 によっ

て分け られた。冬季の牧 草地 はクスタウ

ＫｂｌＣＴａｙ，春季の それ はコクテウ ＫＯＫＴｅｙ，

秋季 はク．ゼウ Ｋｙ３ｅｙ，夏季 はジ ャイ リャ

ゥ 》Ｋａｔｈｎｆｉｙ とよばれた。定住および半遊

牧 のカザ フ族 もそれぞれ季節的に異 なる

牧草地を もっていた。

　 冬 の牧地 は原則 として，ア シの生 えた

湖岸，河川の岸辺，渓流の ほとり，丘陵

の南斜面，起伏 の大 きい砂漠の中の平地

が選 ばれた。春の牧草地 は，冬の牧草地

か らあまり遠 くない場所で，早春に比較

的早 く雪の解 ける場所が選ばれた。秋 の

牧草地は多 くの場合，春 の牧草地 と同 じ

か，あるいは冬の牧草地 に接 していた。

　 最 も重要 なことは夏の牧地の選択であ

った。 その条件 は牧草 が多 く，わ りあい

涼 しく，水場が近 く，しか も蚊や ブ ヨのい

な いことであった。 こうした条件を満た

す場所 はカザフ草原 の北部 と山地で あっ

た。砂漠お よび半砂漠 の貧 しいカザフ牧

民た ちは好条件 の夏 の牧地を利用す るこ

とがで きず，冬の牧地 にそのまま留 まっ

た。１９世紀末， マ ンギシュラク半 島とウ

ス トユル ト地方で は，牧民の約半数が冬

季の牧草地 に留 まっていた。夏 の牧地を

確実 に利用 で きるの は富裕なバ イたちだ

けであ った ［双ＡｘｍＪＩＥ伽ＥＰ　ｌ９８０：６７］。

　夏の牧地 である半砂漠や砂漠 では，家

畜 の水 飼のために井戸が利角 された。井

戸の深 さは １０－１００ｍ であ った。 「牧地

の井戸 はア ウル，個 々の氏族， あるいは

それを掘 った 家族 の 所有 で あり， 遊牧

のル ー ト上 にある井戸 は公有 であって，

早 い者順 に利用す ることがで きた。……

１８７３年当時のデータによれば， マ ンギ ン

シュラク半 島地域で井戸の総数１１３３， う

ち６９８がバ イの所有，１０７が一一ｒｅ牧民，２８２

が個 々の氏族 グループ，４６が公有 であっ

た」［πＡＸ【１ＭＥ貢ｒＥＰ　１９８０：７０］。

　以下， カザ フスタ ン西部の主 と してカ

ザ リンスキー，ペ ロフスキー，イルギズ

スキー郡の遊牧民 （ケテ， シ ョメケイ，

トゥル トカルの ３部族） について，四季

の遊牧生活を概観 してみ よう。

　［冬営地 における生活］

　カザフスタ ン西部ではかつて， キジル

クム砂漠 が最高の冬季牧地で あると考え

られた。 この砂漠 は８０－９０％植物 におお

われてお り， また小高い丘陵 がなん列に

もわた って走 って いて，その間 の低地で

は吹雪が少 なかった。

　冬季にキジルクム砂漠 を利用 する遊牧

民 （カザ リンスキー県 とペ ロフスキー県

の遊牧民） には，冬営地 も固定 的な建物

もなかった。 また草刈 りも農耕 もしなか

った。彼 らは典型 的な遊牧民であ った。

　 キジルクムは，夏季 の砂 の温度 は ７０－

８０℃ に達 し，地下水位 は ７０－８０　ｍ，し

６６３
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１）浅い井戸　　２）つるべのある井戸　　３），４）深い井戸

５）石で囲った深い井戸 （マンギシュラク）

図 １　 カザフスタンの井戸のタイプ （八ＡｘｍｎＥｔｈｒＥＰによる）

か も塩分が多か った。 また春 には動物 の

体 に食 いつ くダニが現れた。夏 は乾燥 し

て草 が枯れ，ヤギや ヒツジはほとんどふ

とらなかった。

　 その代わ り冬の キジルクムは雪 も少 な

く，寒 さもおだやかで， しか も春，夏，

秋の間遊牧民の家畜が入 っていないので，

牧地 と して好 まれた。彼 らは この砂漠 に

冬の間最高２～２．５カ月放牧 した。 ３月の

初 め，北方 への移動準備 を はじめた。つ

まり地面に雪 の残 ってい る間は，砂漠 に

止 まることができたのであ る。

　 当時 もキジルクムに井戸 があ ったが，

全体としては少なかった。砂漠土に井戸

を掘ることはほとんど命がけの仕事であ

った。井戸掘りの専門職人は井戸 １つに

ついて３００－４００頭のヒツジを要求 した。

　 キジルクムの遊牧民たちはカラクル ・

ヒッジ，ひとこぶラクダ，少数のヤギを

飼育した。このほか乗用として数頭の馬

を所有した。彼 らはヒワとブハラに家畜

や畜産物を売りに出し，また貧 しい人 々

はサクサウルでつ くった木炭を焼いて都

市へ売却 した。

　牧地の利用についてはなんの制限もな

かった。ただ井戸を掘った人はその持主

６６４
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図２　 １９世紀末一２０世紀初頭におけるカザ リ

　　 ンスキー，イルギズスキー郡のカザフ

　　 遊牧民の季節的移動 （ＴｏｎｂｌＢＥＫＯＢに

　　 よる）

とされ，他の牧民は持主の家畜の後に水

飼することができた。

　 キジル クムでの冬季遊牧で はヒツジを

４００－５００頭の群 に分 けて放牧 した。 そ う

しないと，春に生 まれた １歳未満の仔羊

（トフティ ＴＯＸＴｂｌ） は飢 えて死んだ。　 ト

フテ ィは他の ヒツジの後方 について，残

った牧草 しかあ りつけなかったか らであ

る。 そ して １カ月以上同 じ場所 に滞留す

ることはなか った。 また極寒期 には，夜

間家畜のために必ず乾燥 した草を敷いた。

こう しないと， ヒツジ，ヤギ， ラクダな

どの家畜は寒 さに耐え ることがで きなか

った。

　 冬季の遊牧生活で は，家畜を囲 うた め

の簡単な資材 を携行 していた。直径９－１０

ｃｍ，長 さ ２－２．５　ｍ の シラカバ の棒 を３～

４歩 お きに立て， それに縄を張 り， む し

ろを しばりつけて，家畜をか こった。

　 有力 なバ イは数人 の妻 を持 ち，家畜 を

分 けて， それぞれ別 のアウルをつ くらせ

ていた。バ イ自身 は原則 と して，い ちば

ん若 い妻 と暮 したが， しか し息子た ちが

成人す るまで は，全部の妻た ちのア ウル

に影響力 を保 っていた。

　 息子たちが成人す ると家畜を分与 して

独立 させ た。娘 には分与 しなか った。これ

は，結婚の とき，婿の方か ら婚資 （ＫａｎｂｌＭ）

をも らうか らで あった。

　 カザ フ族 の遊牧民 は 「ヒッジの放牧を

最 も苦労の多 い仕事 と考 えて いた」［Ｔｏ－

ｎｂｌＢＥＫｏＢ　１９７１：５３５］。冬季 は さらに困

難で あった。冬季 におけるヒツジの放牧

は少年で は無 運で， 自分のい る場所 を的

確 に知 り，牧地 の質 を決定 し，風向や天

候の予測ので きる経験 ある牧夫 の仕事 と

された。

　 牧夫 は視力が よく， よ く通 る声 の持主

がのぞまれた。 大声でオオカ ミをおど し

た り，家畜の群を集めたりす る必要 があ
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った。

　 こうした ことか ら， ヒツジの放牧 は牧

夫 にな るためのよい 「学校」 と考 え られ，

裕福な人 々 も自分た ちの息子 にこれ を学

ばせた。経験 ある老人 は，若 いとき ヒツ

ジの放牧 を少 な くとも３年 した ことのな

い者 は一人前で ないと考えていた。 ヒッ

ジの放牧 には 「４０の技術」 が 必要 で あ

るといわれて いる ［Ｔｏ顕Ｎ６ＥＫＯＢ　１９７１：

５３６］。

　 ヒツジの ほか，馬 とラクダの飼育 も重

要な仕事で あった。遊牧生活で は馬が大

きな役割 を果 し， そのためカザ フ族 はと

りわ け馬 を大切 に した。 カザフ族で は，

美 しい もの，高貴な もの，詩的な ものを

表現す るには，必ず馬を引合 いに出 した。

美男美女 もよい馬 に比べ られた。馬 はカ

ザ フ族 に とって 日常生活の友 であり，客

として他 のユルタを訪 問するときも，恋

人 と会 うときも，戦いや狩猟 にお もむ く

ときも，必 ず馬 に乗 った。所有 してい る

馬の数 はその主人の裕福 の度合を示す尺

度であ った。

　冬季 における馬の放牧 は，困難で はあ

ったが， しか し名誉あ る仕事 とされた。

馬の牧夫 は夜明 けの短 時間以外 には， １

昼夜 じゅう休む ことがで きなか った。馬

は牧草 と水 につ いて気難 しく，一たび ヒ

ッジを放牧 した場所 は好 まなかった。 そ

のため 馬 の牧 夫は遠 い 無入 のステ ップ

に，仮眠用 のテ ン トとわずかな食料 と炊

事用具を もって群を牧 した。 カザ フ族 に

は，　 「馬 の牧夫 は馬の蹄 よ りも堅固な人

で ある」 という言葉 がある ［ＴｏπｂｌＢＥＫＯＢ

１９７１：５３８］ｏ

　 馬の牧夫 は馬 を捕え るために， クル ク

ＫＹＰＹＫとよばれる長い樟 を持 って いた。

これ に縄 をつけ，馬の首に投 げかけ，ね
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１）ブガルイク　 ２）クルク　 ３）トゥザク

　図 ３　馬を捕えるための道具

　　　 （ＡＡＸＩｌｉｎＥｔｈｒＥＰによる）

じって捕えた。

　遊牧民の家畜の中で， ミルクの量が最

も多 くて美味 しく，肉と毛の質がよく，

辛棒強くて力の強い動物はラクダであっ

た。ラクダなしでは長距離にわたる遊牧

生活は不可能であった。それに砂漠やス

テップのほとんどの植物はラクダの飼料

となった。 ラクダの飼育はヒツジ，馬に

比べて比較的容易であった。 ラクダは全

体として，極めて柔順な動物である。た

だ冬季は仔 ラクダにフェル トのおおいを

背中にかけてや り，休む場所に干草を敷

く必要があった。また毎朝， ラクダつな

ぎ場の糞を清掃 しなければならなかった。

雪が降らないときの水飼 も重要な仕事で

あった。

　種用の雄 ラクダの選択も経験を必要と

した。ラクダには一こぶと二こぶがあっ

たが，体力，走力， ミルクの量，毛の質

などの点で一 こぶがまさるが，ただし寒

さに強いのは二 こぶであった。そのため

両種のラクダをかけ合わせることが多か

った。ラクダの放牧にあたるのは，ふつ

う少年または老人であった。

　わりあい雪の多い牧地では，家畜の種

類によって放牧の順序をちがえた。最初

は馬群であった。馬はその蹄で雪の表面
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を踏み しだ き，丈の高 い良質の草だけを

食んだ。馬 は食べ残 しが多 い。 この後 に

ヒッジが放牧 され，馬が踏みつぶ した雪

の表面 に残 る草 をきれいに食ん だ。馬 と

ヒツジの間に ラクダやヤギが入 ることも

あった Ｌ双Ａｘｕｌξπ莇ｒＥＰ　ｌ　９８０：７９］。

　遊牧民の生活において最 も恐 れ られた

のはジュ ト Ａ》ＫｙＴ とよばれ る天災 で あ

った。 これ は旱 ばつの夏 につづ く雪 の深

い きび しい冬 に起 こった。夏の間家畜 に

最低量 の牧草を もあたえ ることができず，

冬 もまた牧草が少 な く， しか も雪が深 い

ために放牧が困難であるの に加えて，春

先雪の表面 がわずかに解 け，ついで訪 れ

た大寒波 のた めに表面 が凍結 して， 家畜

は雪 の下 か ら牧 草を とり出 して食 べ るこ

とがで きない。 このため，大量の家畜 が

飢えて死ぬ。 これが ジュ トであ る。 とき

には，雪 の上 に雨が降 り， それが凍結 す

ることもあった。 きび しいジュ トに会 え

ば，多 くの遊牧民が大打撃 を うけて落ち

ぶれた。大量の家畜が死ぬ と，人間 もま

た餓死 した。例 えば１８７９年 か ら１８８０年に

か けてのジ ュ トではアクモ リンスク州で

約８２万頭の家畜 が倒れた。 これは この州

の家畜総数 の約６０％以上 に達 した。１８９１

／９２年 のジュ トで は，カザ リンス ク県で は

馬の９０％ ， ヒツジの８◎％， ラクダの６０％

を失 った ｔ瓜ＡＸＩＩｉＡＥＡｒＥＰ　ｌ９８０：５４２］。

　 家畜が衰 弱 して横 にな ると，牧民 はな

ん とか して これを立 ちあが らせ よ うとつ

とめた。 こうした家畜の衰 弱状態 を， カ

ザ フの人 々はクテ レム ＫｙＴｅｐｅＭ と称 し

た。

　 クテ レムの状 態におけ る反応の仕方 は

家畜 によって ちが っていた。馬 と二 こぶ

ラクダ はなん ら抵抗す ることな く人間の

助力 を受け入 れたが，一 こぶ ラクダ （ナ

ル Ｈａｐ）だけは人手 を拒否 し，横 たわ っ

た ままであった。飼料 をあたえて も，横

にな ったままそれを食 べた。 カザ フの人

々は，こう した ことか ら，人手 を借 りなけ

れば立 ちあがる こともない老人の ことを

ナルダ イ・シェグー ＨａＰＡａｉｌ　ｌｌｉｏｒｙ（老衰

したナル） とい う ［ＴｏｎｂｌＢＥＫｏＢ　ｌ９７１：

５４４］。

　天候が好転 し，牧草が現れ ると，多 く

の動物た ちはクテ レマの状態か らたちな

おった。

　 ジュ トは１０－１２年 ごとに繰返す といわ

れ る。 そ して打撃 か ら回復す るに は少 な

くとも３－ ４年 はかか った。中央 アジァ

全域に広 まって いる十二支 によれば，多

くの場合 ジュ トは卯 （ウサギ）年 （コヤ

ン ＫＯｆｌＨ） にあたって いる。 カザ フの人

々は卯年 を凶年 と考 えていた。 もちろん，

卯年以外 に もジュ トはあ った。１９１１／１２年

の ジュ トは亥 （ブタ）年 （ドヌィズＺＩＯＨｂｌ３）

であ った し，１９１８年のパ ウロダル郡の ジ

ュ トは午 （ウマ）年 （ジルクィ 》ＫｂｌｎＫｂｌ）

であ った ［ＡＡＸ田ｎＥｔｉｒＥＰ　ｌ９８０：８０］。

　 ジュ トはカザ フの遊牧 民に とって貧富

を問わず （言 うまで もな く貧民の うける

打撃が大 きか ったが） 大 きな脅威 であ っ

た。 カザ フに は 「富者 はジュ トに見舞わ

れるまでが富者 であり，豪傑 は１発の弾

丸 のあた るまで の 話 で あ る」 （Ｂａ負６ｉｐ

＞ＫＹＴＴｂｌＫ，６ａＴｂｌｐ　６ｉｐ　ｏＫＴｂ１Ｋ）とい う言葉

がある ［ｎＡＸ田諏ＥｔｉｒＥＰ　１９８０：８１］。

　 冬季 はカザ フ遊牧民 にとって， １年 の

うちで最 もきび しい季節で あったのであ

る。

　［春営地 における生活］

　カザ リンス キー郡， ペ ロフス キー郡，

イルギズス キー郡 の遊牧民が キジル クム
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の冬季牧地 か ら移動す るのは ３月 のは じ

めで あった。 シルダ リヤの澗 れ谷 を越え

るその移動 は， １日平均 １５ｋｍ であっ

た。冬の間家畜が衰弱 していて， それ以

上 は無理であ った。 しか し彼 らは，家畜

の 出産 までに，氷結 した シルダ リヤを渡

ろ うと して先 をいそいだ。牧草 が， シル

ダ リヤの右岸 よ りも左岸の方が豊富 だっ

た か らであ る。

　春季の遊牧 で， カザ フ遊牧 民は，家畜

の頭数を増やすだ けでな く， その家畜の

仔 を，畜群 とともに １日 ８－１０㎞ ，夏の

牧地へ移動で きるまで に育てねばな らな

かった。

　大量の家畜 の出産 は，暖か くなって，

草が芽を出す ３月末か ら４月初 めであっ

た。 このためには， ヒッジとヤギの交尾

は前年の１０月末か ら１１月の初旬 にかけて

行なわれ る必要があ った。

　家畜の大量 出産時 には， アウルの人 々

は総動員で働 いた。牧夫 は，仔 を死なせ

た りす ると，主人か ら罰せ られた。仔 ヒ

ツジと仔ヤギには，最初の うち必ず母乳

をあたえた。最初の１５日間以 内は １日午

前 と午後の ２回母乳を吸わせ，１５日が過

ぎると夕方 １度だ け搾乳の後 に母乳 をあ

た えた。それか ら４－５時間，畜群 がアウ

ルに帰 るまで母親 といっ しょにお らせた。

カザ フにつぎのような ことわざがある。

「生まれたとき母親 の 乳 を飲 まない仔 は

決 して よい 家 畜 に な らな い」 （ｙｂｌ３ｂｌＨａ

＞ＫａｐｂｌＭａｒａＨ　Ｍａｎ　ｏＨ６ａｔｈＡｂｌ）。　ヒツジと

ヤギの搾乳 は夕方 １回だけで，牛 は朝夕

２回，馬 は出産の １カ月後か ら １日 ５－－

１２回， ラクダ は１日 ３－ ４回搾 乳 した。

ルデ ンコはアルタイ地方のカザ フにっい

て，馬の搾乳が １日 ５－ ７回行 なわれる

と書 いて いる ［ＰｙｎＥＨＫＯ　ｌ　９３０：１８］。
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　 ヒツジの１５－２０％ ，ヤギの５０％がふた

仔 を生む。遊牧民の富の増加 は， これを

上手 に育て ることにかか っているとされ，

特 別 の注 意 が はらわれた ［ＴｏπｂｌＢＥＫＯＢ

ｌ９７１：５４５］。

　春 にな ると，家畜 は １日 １日， 目に見

えて元気 にな り，体 に脂がつ くようにな

る。 また仔 ラクダの 出現 とともに， ラク

ダの乳を しぼ った。冬の間衰弱 した遊牧

民た ちもこれで元気を回復 した。バ イは

その使用人 た ちに一定数の家畜 か らの搾

乳を許可 した。

　夜間，仔 ヒツジや仔ヤギ は，別 につ く

られた 移動式囲い （コズ ィ ・コラ ＫＯ３ｂｌ

Ｋｏｐａ）に親 か ら離 して入れ られることも

あった。 これは，母乳をよ り多 くす るた

めと，仔 をオオカ ミか ら守 るためで あっ

た。 この時期，多 くのオオカ ミが家畜の

仔をね らって 出没 した。

　搾乳の前 には，仔 ヒツジと仔 ヤギをコ

ゲ ン ＫｏｒｅＨ とよばれる縄 につないだ。

１本の コゲ ンに５０－６０頭をつな ぐことが

で きた。搾 乳が終 ると順次仔 を放 し，夜

まで親 とともにお らせた。 この仕事 は女

性の担当 とされた。

　搾乳の時期 に， 同 じくらいの大 きさの

隣 り合 ったア ウル間で，仔 ヒッジや仔ヤ

ギを相互 にあずかることも行 なわれた。

これ は母親 の ヒッジが，他 の仔 ヒツジに

自分の乳を吸わせ ない本能を利用 して，

夜間乳をで きるだけ多 く貯 める目的で，

仔 ヒツジをその母親か ら隔離 するた めで

あ った。 この隣 りど うしの関係 をスィバ

イラス Ｃｂｌ６ａ湘 ａｃまた はコズ ァ ・スィバ

イ ＫＯ３ｂｌ　Ｃｂｉ６ａＡ （仔 ヒツジ の た め の 隣…

ど うし） と称 した。毎夕方，仔 ヒツジと

仔 ヤギをその母親 と ４－ ５時間 いっ しょ

にお らせた後，１０時頃か ら双方 のアウル
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では仔 ヒツジの 群 を 交 換 す るのである

［Ｔｏｎｂ１６ＥＫｏＢ　ｌ９７１：５５５］。 こうした交

換 によるヒッジの母子隔離 はモ ンゴルで

も行 なわれ， またはるか西方のユル ック

で も 「カ トゥシュ」 という言葉で行なわ

れている ［松原　 １９８３ａ：６８］。仔 ヒツジ

の群 は翌朝 日の出前 に，少年の牧夫 によ

って羊群 の動 く方へ向かって移動をは じ

めた。仔 ヒッジはその うちに， しだいに

母親 か ら離 れることに馴れたのである。

　 春の牧地 か ら移動す る前，他人の家畜

と区別で きるように， １頭 １頭のヤギや

ヒッジの左右 どち らかの耳 を切 った り，

穴をあけた りして しるしをつけた。 この

ときバイは貧 しい使用人の子 ど もた ちに，

その子ど もたち自身の所有 として しる し

をつけてあたえた。 これ は彼 らが，夏の

間 中バ イの多数 の仔 ヒッジを放牧 し， ヒ

ッジとヤ ギの搾乳にともな う仕事を喜ん

で こなす ようにするた めであ った。

　 ４月，春の牧地で馬 の勢毛が行なわれ

た。１歳 の雄馬 （タイ Ｔａｔｉ）と ３歳 の雌馬

（クナジン・バイタル ＫＹＨａ＞ＫｂｌＨ　６ａ貢ＴａＪＩ）

は尾 とたてがみ， ３歳 の 雄馬 （クナ ン

Ｋ￥ＨａＨ） はたてがみだけを刈 り， ４歳 の

雄馬 （ドネ ン ２１０ＨｅＨ）はどの部分の毛 も

刈 らなか った。仔を生まぬ雌馬 は年齢 を

問わず尾 とたてがみを刈 りとった。 この

結果， 大 きくな った 雌馬か らは ８００９，

若 い雌馬か らは約 ４００　９ ほどの 毛が得

られた。 これ と同時 に １歳馬 に しる しを

つけたが，中には左右 どち らかの鼻 口（タ

ヌ ・シェク ＴａＨｙ　ＵｌｅＫ） に小 さな切 れ目

を入れ る部族 もあ った。 また馬の多 い場

合 には，ふつ う ３歳馬 と４歳馬の調教 を

した。 これ は，馬 に脂 がの る前の ４月 に

行 なわれた。 この時期 にはさ らに，３－４

歳 の雌馬１０－１５頭 に毛 なみのよい若い雄

馬 １頭 をつけた馬群 をつ くった。 この馬

群 が互い に馴 れるよ うに１０－１５日間他 の

群 か ら放 し，雌馬の前足 ２本をい っしょ

に しばった。 この時期 に，雄馬は全部 の

雌馬 に種つけを し， しか も自分 の群 を熱

心 に他の群か ら守 った。 この雌雄 の馬 の

群 の編成 は，馬 の質 を左右す る重要 な仕

事 であった。

　 この時期， ラクダの舅毛 がは じま り，

約 １カ月 つづ けられた。 ラクダの毛 はつ

ぎの ３種類 に分 けた。

１） 頭 の頂，首 ，肩 の下，二 こぶ ラクダ

の こぶか らρ長 い毛 （シュダ 田ｙＡａ）。 こ

れ は最 も強い糸， ラシャ，袋物，投縄な

どの材料 となるものであ る。

２）　 背中 と脇腹 か らの毛である （ジャバ

ギ 》Ｋａ６ａｒｂｉ）。これ は荷物 をのせた りした

ために， フェル トの ようにつまってお り，

外套や毛皮 の材料 とな った。

３） 以上の部分以外の毛 （トゥエ・ジ ュン

Ｔｙｅ　）ＫｙＨ）で，ほ とん ど牧地 に自然 に落 ち

て しまうものである。 カザ フの人 々は こ ‘

れを集めて，袋物や長衣 のための ラシャ，

縄 の 材 料 に した ［ＴｏｎｂｌＢＥＫＯＢ　 １９７１：

５４８］。

バ イたちは ラクダ と馬 の毛 を交易の対象

にしていた。

　［カザフ族の乳製品のあらまし］

　春と夏の遊牧生活の特徴 として，牧民

たちがヒッジ，ヤギ，ラクダの乳製品を

主食にしたことがあげ られる。彼 らはミ
　 　 　 なま

ルクを生の形 では決 して利用 しなか った。

馬乳 はクムィス ＫｂｌＭｂｌ３ （馬乳酒） とし

て，ラクダの乳 はシュバ トｍ￥６ａＴ （ラク

ダ乳酒） と して飲ん だ。その他主 な乳製

品はつ ぎの通 り。

１）　 サプ ィルマース ー トｃａｎｂｌＰＭａ－ＣＹＴ。
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　 １）雌 馬 の乳 を しぼ るた めの 容器 （コネ ク ＫｅｕｅＫ）

　 ２） クム ィス （馬 乳 酒 ） のた め の椀 （テ ゲ ネ ＴｅｒｅＨｅ）

　 ３） ひ しゃ く （オ ジ ャ ウ ｏ》Ｋａｙ）

　 ４） 皮 袋 （ス イ レ トペ ｃｙ加 ｅＴｎｅ）

　 ５），６），７） 革 製 水筒 （トル ス ィ ク ＴＯＰＣｂ！Ｋ）

図 ４　 カザ フ族の 伝 統 的な 革製 容 器 （ＡＡｘｕｒｎＥｎｒＥＰ に よ る）

新鮮 な羊乳 を火 にかけ， それに少 量のア

イ ラン ＡｔｉｐａＨを加 え　（バ ケッ １つ にコ

ップ半分）， 大匙 でかきまわ し， ミル ク

が沸 とうす るまで焚 きつづける。それか

ら５分 ほど火 にかけたままに してか らお

ろす。 その結果，い くらか濃 い ミル クが

で きる。 これはなかなかおい しいもので

あ る。

２）　アイ ラン Ａ員ｐａＨ。酸 っぱい ミルクと

訳 され る。新鮮 な ヒツジや牛の ミルクを

約半分の量の水で うすめ，沸か し，冷や

し， これ に酸 っぱい ミル クを加 える。そ

の量 は，バ ケ ツ１ぱ いの ミル クにコ ップ

１ぽいほどである。 それか ら釜 を木蓋で

おお い， その 上 か ら毛織 の 袋物 また は

フェル トをかけて， ５－ ６時間放 置す る

［ＴｏｎｂｌＥＥＫｏＢ　ｌ９７１：５４９］。 これでアイ

ランはで きあが るが，別の資料では，水

で うす めるの は貧 しい人だけで， シャラ

プ ｍａｎａｎ とよばれ， ミル クだけの場合

はアィ ランともカテ ィク ＫａＴｂｌＫ ともよ

ばれる ［ＴｏａｃＴｏＢ　 ｌ９６３：４２６］。 さらに

別 の資料 にはつ ぎの ように書 かれてい る。

「ミル クは３－４時間発酵 させて （３ａＫＢａｌｌｌ－

ＨＢａＴｂ）， ほとんど乳精 ｃｂ１ＢｏｐｏＴＫａ （カ

ザ フ語で ｉｐｉＴＫｉまたは ｃａｐｃｙ） のない

カテ ィクが得 られ る。少 しの時間放置す

るか，あ るいはか きまぜ ると， それ は薄

くな って酸 っぱ くな る。 これがアイラ ン

であ る。 ウズ ベクとウイグルは，発酵 さ

せた ミル クはど ん な もの で もカティク

ＫａＴｂｌＫ， キルギス は チ ャラプ ｑａπａｎ と

よぶが， カザ フは酸 っぱい ミルクと水 を

混ぜた ものを シャラプ ｍａｎａｎ とよぶ」

［八Ａｘ田肥 伽Ｅｐ　 ｌ９８０：ｌＩ７］。 これで見

ると，著者 によって ３者 ともい くらかち

が ってい るよ うで ある。

３）　 カテ ィク。 トル イベコフによれば，

これ とアイランとの相違点 は， アイ ラン

は水で うすめた ミルクでつ くるのにたい

し， カティクは純粋 ミルクでつ くること

にあるとのべている。 また，カテ ィクは

主食で あり得 るが， アィ ランはあ くまで

飲 物 であ る とのべている ［ＴｏｎｂｌＢＥＫＯＢ
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１９７１：５４９］。

４）　 クル ト Ｋ￥ＰＴ　（酸 っぱい チーズ） と

サル イ ・マイ ｃａＰｂｌ　Ｍａ茸（バ ター）。 トル

イベ コフによれば， これをつ くる方法 は

同 じであ る。バケ ツ４－ ５はいのカテ ィ

クを皮袋 に入れ る。発 酵がつづ くように，

これに毎 日新 しい羊乳を加 える。 これは

イル キ トとよばれ るが，ほ とん ど １週間

つづけ られ る。裕福な家族 では ５　一一１０袋

の イル キ トを用意す ることもある。つづ

いて， イル キ トの容量の１０分 の １ほどの

冷水を加え， ふ くらませてロを しばり，

フェル トを敷 いた床の上を前後 に，約 ２

－－３時間転がす
。移動の ときには， この

皮袋 をラクダ に積 み，長時間揺 り動 か し

た。 それか ら皮袋 を開 いて浮いているバ

ターをとり出 し，残 った イル キ トを大 き

な釜 に移 して沸か した。 カザ フ族 には，

満 ちた りた生活 を 表現 す るのに，「犬 の

口か らは脂肪が流れ，頭 にはイルキ トが

ふ りかかる」（ＡＹ３ｂｌＨａＨ　ａＫ　Ｍａ直ａＦｂｌＩＩ，　ＨＴ

６ａｃｂｌＨａ　ｉｐＫｉＴ　Ｔθｒｉ」ｌｉｎ　＞ＫａＴｂｌＰ＞とい う表

現がある。 イル キ トをよ くか きまぜ なが

ら， ２－－３時間かか って沸 とうす るよ う

にす る。火 か らお ろ して，夜の間冷やす。

朝，袋 に移 して液を滲 出 させ ると，チー

ズの塊 （クル ト Ｋ￥ＰＴ） が残 る。 これを

クル ミくらいの球 に して， ア シのむ しろ

に ３－ ４日干す。 こう して固 くな った も

のを，亜麻布 の袋 に入れて さらに乾燥 さ

せ る。その結果，強 い酸味を もった固い

暗灰色のかたま りがで きあが る。 これが

遊牧民 にとって， とりわ け冬期 の重要な

食糧 とな るクル トで ある。 １かけ らの ク

ル トは，遊牧民が無人 のステ ップに迷 い

こん だときで も， あるいは戦闘 の場合で

も， １日の食糧であった。 カザ フでは親

友の ことを，「クル トを分けあ った友」と

い う。

　 トル コ共和 国のユル ックにおける 「ホ

ル ト」は言葉 の上 では似てい るが，少 しち

が うよ うである。 クル トと同 じ乳製品 は

チ ョケ レクとよばれてい る［松原 １９８３ａ：

７４］。

　 トル イベ コフは， さ らに ２種類の クル

トをあげてい る。 １つ は トラク ・クル ト

ＴｏｐａＫ　Ｋ￥ＰＴ で， 小 さな 球 に分 ける前

に，つぶ した食塩を加えた もので ある。

これ は白色で，酸 っぱ くて塩か らく，熱

湯 によ く解 け る。 もう１っ はエジェゲ イ

・クル トｅ》ＫｅｒｅＨ　Ｋ￥ＰＴ である。 これ は

新鮮な チーズのかた ま りに，干 しぶど う

ほどに細か く刻 んだイ リムシク （後述）

を加えた もの で あ る。 これは黄 いうみ

がかってお り，甘酸 っぱい味がする。乾

燥 した状態で は両方 とも同 じように固い

［ＴｏＪｌｂｌＢＥＫｏＢ　１９７１：５５０］。

　 クル トにつ いて は， つぎの ような記述

もある。 「１０－１５日間蓄積 されたアイ ラ

ンか らつ くった クル トはアシチー ・クル

トａｌｌＬｂｌ　Ｋ￥ＰＴ （酸 っぱい クル トの意） と

よばれ る。 これは 冬 の 間 熱湯 やスープ

に解か して使用す る。 ス ィクパ ・クル ト

ＣｂｌＫｎａ　Ｋ￥ＰＴ は新鮮なアイ ランか らつ く

る。 これは茶 といっしょに出され る。 コ

クチ ェタウ県で は，酸 っぱ くな いクル ト

（トゥシチー ・クル トＴ￥ＵＬｂｌ　Ｋ￥ＰＴ）をつ

くるときには， ミル クを沸 か した とき少

量の麦 粉を加 える。 アシチー ・クル トの

ときに は麦粉 は加 えない。 エジェゲ イ ・

クル トは，新鮮 なアイランに，塩気のな

い ミル クを加える」［１［ＬＡｘｒｉｉｆｌＥｔｉｒＥＰ　１９８０：

ｌｌ８］。

　 羊乳 か らは スズ ベ ｃｙ３６ｅ とよばれ る

チーズの １種 （ロシア語で ６ＰｂｌＨ３ａ）を

つ くった。 これのつ くり方 は簡単だ った。
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皮袋 に入 れた新鮮なチ ーズの もとに食塩

を加え，毎 日新 しい羊乳をつぎたす。数

日後 にはスズベがで きあが る。

　主 要 な 羊 乳製 品 の １つにイ リムシク

ｉｐｉＭＭｉＫ とよばれる甘 い乾燥 チーズが あ

る。 これはお茶 といっ しょに食べ た り，

その まま食 べた りした。 イ リムシクのた

めに， ４月 のは じめか らマエ ク ＭａｅＫ と

よばれ る凝 固剤 を用意す る。 マエ クは仔

ヒツジの胃袋 に付着 して いる ミル クのか

た まりである。 これは仔 ヒッジの生後 ７

－一一　８日間だけ残 って いるが， その後草を

食 いは じめると散 って しまう。 カザ フの

女性 はこの胃袋 の中に，仔 どもを生ん だ

ばか りの ヒッジか らコ ップ １－ ２はいの

ミルクを しぼ って入れ，約 １週 間放 置す

る。 この間，胃袋 の中にあった ものは発

酵 し，わ りあい固い ものにな る。 胃袋 を

そのまま別の皮袋 に入 れ， ２－ ３日間，

中味が乾燥 しないよ うに新鮮な羊乳を加

え る。 これがイ リム シクの凝固剤であ る。

　 しぼったばか りの ミルクを釜 に満た し，

その中に上記のマエクを入れてお く。す

ると ミルクが固ま って くる。 そこでマエ

クをとり出 して再 び別の皮袋 に入れ，釜

に火を入 れて ミルクを沸かす。残 った黄

いうみがか った ものをむ しろの上 にとり

出 して天 日に干す。 これでで き上 りであ

る。 も う１つの方法 もある。沸 いて いる

羊乳 にコ ップ １ぱいの酸 っぱい ミルクを

加 えて凝固 させ る。 それか らまた沸 とう

させ，上記 と同 じプロセスを経 てイ リム

シクを得 る ［ＴｏａｂｌＢＥＫｏＢ　ｌ９７１：５５１］。

　 ５月の初め頃，家畜の仔 がかな り歩 け

るようにな ると，夏季の牧地へ の移動が

は じまった。 カザ リンス キー郡 とペロフ

スキー郡 の遊牧民 はイルギズスキー郡 と

クスタナイ ト郡 にある夏営地 まで，直線

距離で ３００－４００ｋｍ 移動 した。 これをほ

ぼ毎 日 １５ｋｍ，ふつ う１カ月で 目的地 に

着 いた。 この移動では，越冬 に必 要な も

の は春の牧地 に土 を掘 って埋めてお くの

で，わ りあ い身軽であった。食糧 も多 く

携行す る必要がなか った。

　春 の牧地か ら夏の牧地へ向か う遊牧 キ

ャラバ ンはお祭 りのよ うであった。 とり

わけバ イの キャラバ ンがそ うであ った。

ふつ うヒッジは足がおそいので，本隊 よ

図 ５　 カ ザ フの夏 営地 へ の移動 （１９世 紀 末 ）（Ａ３ＨａＴｃＫａｆｉ　ＰｏｃｃＭｆｉに よ る）
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図 ６　 カザ フの 夏 の ア ウル （１９世 紀 末 ） （Ａ３ＨａＴｃｎａｆｌ　Ｐｏｃｃｎｚ に よ る）

りもかなり早 く出発 した。

　 「無人の広いステ ップに，荷物 を積 ん

だ ラクダが， 前後 につながれた長い列 に

な ってつづ いてい る。先頭の ラクダを引

くのは，おそ らくはアウルで最 も美 しい

娘の乗馬姿であ った。 そのそばを，銀 の

帯 とラッコの毛皮 で縁 ど られ る帽子をか

ぶ った娘た ちがだ く足で馬を走 らせ てい

る。馬 の銀飾 りが光 ってい る。娘 たちの

前には，騎馬の若者 たちが城声をあげた

り，歌 をうた った りしなが ら進んでいる。

彼 らの中には，槍 や刀を持 ってい る者 も

み られる。 その向 こうには馬や ヒツジの

大群 がつづいてい る。」

　貧 しい遊牧民の移動風景 はちが ってい

た。 「ギーギー ときしむ 数台 の ２輪車 に

生活用 具を積んでいる。 ２輪車を引 くの

は馬 または牛 ，まれ には ラクダ であった」

［，Ｚ［ＡＸＬＩＩａＥｔｉｒＥＰ　　ｌ　９８０：７３］。

　［夏営地における生活］

夏季の牧地にはふつう６月初め，少な

くとも中旬には着いた。この牧地はふつ

う，ところどころ島のように砂地の散ら

ばる広いハネガヤのステップである。砂

地の場所は定住農耕民の住地になってい

た。そのため定住民の耕地や草刈場は避

けなければな らなかった。ときには定住

民と協定を結んだ。遊牧民は着 くとすぐ

に馬乳をしぼり，酒 （クムィス）をつく

った。

　またこの時期に仔 ヒッジの去勢が行な
　 　 　 　 　 　 　いんのう

われた。 これ は陰嚢 （ウマ ＹＭａ）を切 っ
　 　 　 こうがん

た り，睾丸 （エ ン ｅＨ）をつぶ した りする

ことな しに，精糸 を切断す る方法でな さ

れた。左手で陰嚢 と睾丸 をいっしょに引

っぱ り，右手の人 さし指で精糸を さが し

あて，皮膚の中 にあ るままで精糸 を引 き

ちぎるのであ る。 この去勢法をタルテ ィ

ルー ＴａＰＴｂｌｐｙ， この作業 をす る人 の こ

とをタル トクィシュ ＴａＰＴＫｂｌｍ とよんだ。

この去勢法で家畜が死ぬ ことはまずなか

った。

　種用 ヒツジの選択は一家の主人の仕事

であ った。毛が長 く，体 が大 き く，尾 の

脂肪 （クルジュク ＫＹＰＩＩＫ）Ｋ）の大 きい雄

が選ばれた。毛色 は白， 明るい灰色， 赤

茶色の ものが好 まれた。遊牧民の間では
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１）２輪車 （アルバ）　 ２）曳いて運搬する道具　　３）２輪車　　４）遊

牧のキャラバン　　５）荷駄用鞍をつけた馬　　６）荷駄用鞍 （アシャマ

イ）　 ７）ラクダの荷駄用鞍 （コム）

図 ７　 カザフ族における輸送手段と荷駄用鞍 （ｎＡＸＩＩＩｎＥｔｈｒＥＰによる）

白いフェル トが高 く評価 された。

　 ６月末，仔 ヒツジの第 １回 目の勇毛が

行 なわれた。 その前 の数 日聞，仔 ヒツジ

を群 といっ しょに川 また は湖 に追い こん

で毛 を洗 った。 こ・れ はコイ ・トグ ィ トゥ

Ｋｏｔｉ　ＴｏｒｂｌＴＹ とよばれる。優秀な牧 夫は，

１カ月 に少な くとも ２回 ヒッジを洗 うよ

うにつとめた。 こうすると， ヒッジが皮

膚病 にかか らず，毛 がよ くのび ると考え

られた。

　 富裕 なバ イの経営では，使用人 と貧 し

い牧夫 が毛 を刈 り，それでフェル トを作

った。 このときバ イとその子 ど もた ちは，

結婚や葬式 に関連す る競馬や相撲な どの

行 事を行 なった。 参加者 には大 きな賞金

がかか り， また大量の ヒッジや クムィス，

茶などがご馳走 された。バ イの一家 はき

らびやかな晴着を着，飾 りたてた馬を何

頭 も乗 りまわ した。 夏の牧地 は，生活の

不安のない人 々にとっては，休息 と遊 び

の場所でもあった。

　 ヒッジとヤギの 出産を ３月末か ら４月

初頭 にもって い くためには，１０月末か ら

１１月初旬 に交尾 させなければな らない。

そこで交尾 が早す ぎないよ うに， ７月は

じめ種用オスの腹の下 に クエク ＫｙｅＫ と

よばれ る四角 なフェル ト片 を下げた。 ク

エクは３，０００－４，０００頭 の ヒツ ジとヤ ギの

群の場合７５－１００枚用意 された。

　 この時期， ヒッジの群 は主要な アウル

か らはなれて放牧 された。牧夫た ちは ２

－ ３張の黒 くよごれた穴 だ らけのユルタ
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に住んで，牧草を求めて移動し，また家

畜に水を飲ませた。春か ら９月まで，放

牧すればするほどヒツジによく脂がのる

ので，牧夫たちは夜はおそくまで，朝は

日の出前からこれを放牧 した。

　 ヒツジは，以前群が夜を過ごした場所

にくると，牧草を食むことをやめ，昼間
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 はんすう

であ って もすわりこんで反翻 をは じめ る。

この場合，経験 のある牧夫 はただちに場

所を変えた。良好な牧草地 では，早朝か

ら放牧 された ヒッジは，昼 の１１－１２時頃

ひと休み した。 そのときは牧夫 も，長い

縄 の一端 を雄 ヒツジに結 びつ け， 目ざま

し時計の代わ りに別 の端末 を自分 の腕 に

ま きつけて休んだ。

　 ヒッジが好調 に体重をふや してい るか

ど うかを知 るうえで，前夜 の糞の状 態は

１つの指標で あった。牧草 と水が充分で

あれば， ヒツジの糞 は乾 いた小 さな クル

ミの実のよ うで はな く， しめったかたま

りに見えた。

　 昼休の後，羊群 は ３－－４時間草 を食み，

その後 ２－－３時間宿営地付近の水場 につ

れて行かれた。水飼の前 に ヒッジを休 ま

せ ると，反翻 をは じめ，水 をあま り飲 ま

な くな るので，牧夫 はこれに注意 した。

また牧夫 は，羊群 を一見 しただけで， ヒ

ッジが喜んで牧草 を食んで いるかど うか

を知 ることがで きた。牧草の状態がよい

ときには，ヒッ ジは遠 くか ら見ると，「床

にエ ン ドウマメをば らまいたように見え

た」 ［ＴｏｎｂｌＢＥＫｏＢ　１９７１：５６１］。 ほとん

ど動かない状態であ った。 こういうとき

には，牧夫 たちは丘 上に集まって， とき

どき羊群 を観察 しなが ら， かぎタバ コを

口中 に入 れた り，世間話を交 した り，遊

ん だり した。 カザフはタバ コを吸わなか

った。

　牧夫 たちは他人 が羊群 の中を横 切 るこ

とを許 さなか った。来訪者 は口笛で 自分

の出現 を知 らせた。

　水飼 の後， ヒツジは ２－ ３時間休んだ。

この間牧 夫とその家族 は搾乳 を した り，

１頭 １頭 について，体 のど こかにダニが

ついていないか， あるい はこれによって

腫物がで き， そこにウジがわいて いな い

か を点検 した。ダ ニに食われたあとには

キ ・マイ ＫＨ　Ｍａｔｉｂｌ（文字通 りには糞の油

の意） とよばれる薬 をぬ りつけた。 これ

は馬糞を土中で燃や して得た油で あった。

腫物 のあとにウジがわいて いるときには，

鋏 の片側の ような道具で ウジを とりのぞ

き， ３－－４日間つづけて同 じくキ ・マイ

をぬ りこんだ。 この手 当の時期を失すれ

ば，腐敗 がは じま って家畜の全身 に毒が

まわ り，つ いに死んで しまう。そのため

牧夫 は ５月か らハエのな くなる９月 まで，

毎 日ヒツ ジを点検 した。 ラクダ にダ ニが

ついた場合 も同じであ った。 ヒツジ，ヤ
　 　 　 　 　 　 かいせん

ギ， ラクダの１芥癬 にたい して も同 じ薬が

用 い られた。不注意で家畜が死ん だとき

には，牧夫 は主人で あるバイによって罰

せ られた。

　 ９月の初 め， ヒッジの舅毛が行 なわれ

た。 この時期まで に，群 はバ イの主要 な

ア ウルに帰 ってきた。 ヒッジの秋 の舅毛

（クゼ ム ＫＹ３ｅＭ） とフェル ト作 りは遊牧

民 の重要な仕事であった。 この時期 ，バ

イ は自分が先頭に立 って仕事をすすめた。

鋏 の ほか， ヒツジを しばって勢毛す るた

めに特別 のユルタが用意 された。また，

フェル ト作 りに必要な湯 を沸かすための

薪 も準備 された。

　 勢毛 には，労働能力のあ る入 々全員が

あた り，バ イの経営の場合 には人手 が多

いので ２－ ３日で終 った。 フェル ト作 り
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　 １）馬とラクダの勢毛用のナイフ

　 ２） ヒッジの勇毛用鋏

図 ８　勢毛用の道具

　　　　　　 （ＡＡＸｉｌｌｎＥｔｈｒＥＰ～こよる）

にはおよそ ２週間を要 した。 フェル トの

作 り方 はつぎの通 りであ った。 同 じ色の

羊毛を集めて，乾か した牛 また は馬の皮

の上 にな らべ，１０－１５人 が脆 いた形で ま

る く座 り，小枝で それをたた く。す ると

毛 はふ さふ さとやわ らか くなる。 それ を，

アシで編んだむ しろに，適当な厚 さに敷

きな らべ る。 この場合，表の方 に白い毛

をお くようにつ とめる。

　 この上 に熱湯 をかけ，手のひ らでおさ

えつ けて，む しろご と巻 きこんで転 がす。

つぎにそれを開いて重ね， また熱湯 をか

けて再 びむ しろ に巻 きこんで転が した。

この作業 は， フェル トが必要な固 さにな

るまでつづ け られた。で きあがる と，フ ェ

ル トの縁 を糸でかが り， ４人で手 で もん

で柔 らか くした後， ひろげて 日に干 した。

ふつ う，年齢の ちが う２５頭の ヒツジの毛

で， 長さ約 ５６０ｃｍ，幅約 １８０～２００ｃｍ，

重 さ １２－１６　ｋｇの フェル トが得 られた。

２０世 紀初 め， この くらいの大 きさの フ９

ル ト１枚 は， よ く肥 えた雄 ヒッジ １頭 と

交換 で きた ［Ｔｏｎｂｌ６ＥＫｏＢ　ｌ９７１：５６４］。

　 秋にな ると，遊牧 民は冬 の準備を は じ

めた。裕福 なバ イは特別 の冬用ユルタを

用意 していた。 白いフェル トの大 きな夏

用ユルタや移動 に不向 きな牛 などは，夏
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季の牧地に住む貧 しい定住農耕民にあず

けられた。この場合，牛の ミルクの利用

が定住民のために許された。

　勇毛とフェル ト作 りをもって，夏季の

牧地における遊牧民の生活は終った。

　［秋営地 における生 活 と １年 のサイ ク

　ルの終結］

　 ９月の後半，遊牧民 たちは夏の牧地 か

らの帰還 をは じめた。秋季 の遊牧 もまた

古 くか らの一定の方式 によ って行なわれ

た。 は じめの数 日間は，家畜が夜間牧草

を食ん だ り水を飲んだ りしないで休め る

ように，午後か ら短距 離を移動 した。家

畜 は早朝放牧 し，水飼 を した。 ６－ ７日

間たつ と， ラクダな ど役畜 の腹部 は締 ま

り，全体 としてスマー トになって くる。

これ によ って役畜 は寒 さや飢 えに耐 える

能力を身につけて くる。 １日の後半か ら・

は じまる移 動はすべて ウデ レ ・コシュー

ｙＡｅｐｅ　Ｋｅｍｙとよばれ る。

　夏の牧地 か ら最初 に移動す るのは，わ

りあい家畜数 の少 ないアウルである。バ

イの経営す る大型 のアウル は １－ ２週間

お くれ るのがふつ うであ った。

　秋 の移動 はい くつかの アゥルが大 きな

グループをつ くって行なわれた。数百頭

の ラクダの キャラバ ンがつづ き，それに

ヒツジや馬の群 が途 中牧草を食みなが ら

つづいた。バ イー家 の家財道具だけで ラ

クダ５０頭 に達 す ることがあった。 キャラ

バ ンの先頭 にたつの は，二 こぶ ラクダに

乗 った晴着の娘 また は既婚の若い女 性で

あ った。この女 性の乗 るラクダ は， こぶ

の高 さに両側か ら長持 を しばりつけ，上

か らフェル トをかぶせた ものであ った。

女性 は中央 の座 席 （コル シャラウ ＫＯＰ一

田ａｎａｙとい う）に風 と寒 さか ら守 られて
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１），２）面 繋 と くつ わ （ジ ュゲ ン ）ＫｒｒｅＨ）

３） 雌牛 のつ な ぎ具 （バ ス ジプ ６ａｃ　＞Ｋｉｎ）

４），５） ラクダ のつ な ぎ具

　 　 　 　 　 （ム ル ィ ンデ ィク Ｍ￥ＰｂｌＨＡｂｌＫ）

６）雄 牛 の つ な ぎ具 （ム ル ィ ンデ ィ ク）

７）鞭 （カム シ ＫａＭ皿ｂｌ）

８）馬 の尻 繋 （ク イ イス カ ン Ｋ崩 ＨＣκａＨ）

９）馬 の腹 帯

　 　 　 （ア イ イル ・タ ル トパ ａＨｂＭ　ＴａＰＴｎａ）
１０） あ ぶみ （ウゼ ンギ ｙ３ｅＨｒｉ）

１１）馬 の胸革 （オ ミル デ ィ リク ＯＭｉ研 ｉｐｉＫ）

　 図 ９　 家 畜 のつ な ぎ方 と騎 乗 用 具

　 　 　 　 　 　 　 　（双ＡｘｍｎＥＭｒＥｐに よ る）

座 るのである。 この フェル トは白い毛 で

つ くられ， さまざまな文様で飾 られた。

　赤 んぼうのいる女性 も同 じよ うな座席

に， ゆ りか ご （ベ シク ６ｅｃｉＫ） を長持 に

しば りつけて移動 した。 ときには，子 ど

もを木め箱 に入れて， コルシ ャラウに乗

せた。 この箱 はケ ベジェＫｅ６ｅ》Ｋｅとよば

れ， ２人 の子 どもを乗せ ることも多 かっ

た。雨や雪 が降 ると，上 か らフェル トを

おお った。

　 キ ャラバ ンの最後尾の ラクダにユルタ

の骨組，古 いフェル トに包 まれた炊事道

具，炉 などが積まれた。 この ラクダは シ

ャンラフチュエ ＵｌａＨｐａＸＴＫ）ｅ （シャンラ

クを運 ぶ ラクダ） とよばれ，ふつ う最 も

柔順 で強力 なものが選 ばれた。 シャンラ

フチ ュエに乗 るの は娘た ちで はな くて，

バ イまたは牧夫の妻 であった。遠 い昔 は

女奴隷 がこれ に乗 った。

　秋 の移動の １日の距離 はだいたい ２５－

３０ｋｍ であったが， ラクダ はこの とき，

最 も重 い荷物を運 んだ。越冬用の食糧 が

す べて含 まれたか らであ る。 ラクダ数の

不足 する貧 しい牧夫一家の場合に は， １

頭 あた りの荷物 はもっと重か った。 した

が って， １頭 あた りの荷物の軽いバ イの

キャラバ ンの方が遠距離を移動す ること

ができた。 貧 しいアウルが先 に移 動を開

始す るの は， この理 由によるのである。

春 の牧地か ら夏 の牧地への移 動は １カ月

かかつた ものが，帰路 は ２－ ３週間で行

なわれた。

　春の牧地 は，基本的 には秋 の牧地 （ク

ズデウ ＫＹ３ＪＬｅＹ） と同 じであった。 アゥ

ルはここに ２－ ３週間滞在 し， ヒツジの

交尾 が行なわれた。 また ここで，春以来

残 して あった組立式家畜囲いの材料 など

を掘 り出 し，荷物 はさらに増えた。夏 の

間，家畜が よい牧 草地 にめ ぐまれた場合

には，生後 ６カ月半 ない し７カ月 の ヒツ

ジの交尾 も順 調に行 なわれた。 この場合，

牧夫 は主人か ら褒美 をあたえ られた。 こ

れはシャシュラ トクィ ＭａＬＩＩｐａＴＫｂｌとよ

ばれる。

　 １１月 には越冬用の肉 と脂を用意す るた

め，家畜 の屠殺が行なわれた。 この時期

が過ぎると，家畜 は痩せ は じめ，味 も落

ちるか らである。馬， ヒッジ， ラクダ，
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ヤ ギなど，すべてが この屠殺 の対象 とな

った。豊 かな一家 は馬１０頭， ラクダ ２頭，

ヒツジ３０頭 に達 した。貧 しい牧 夫の場合

は １－ ２頭の ヒッジが限度で， １頭 もつ

ぶ さない こともよ くあった。 ふつ う，屠

殺 された ヒッ ジは皮 ごと，焼 いて保存 さ

れた。他 の家畜 は皮を剥 ぎ，最寄 りの市

場に売 り出 され，代わ りに砂糖 と茶が購

入 された。 この頃， カザ フの人 々は相互

に招 きあって肉を ご馳走 になった。

　遊牧民た ちはふつ う９月頃 か ら，越冬

能力のなさそ うな家畜 の屠殺 をは じあた。

老いた雌馬，欠陥のある弱 い ヒツジな ど

が始末 された。なお， ここでカザ フとモ

ンゴルの食物の ちがいについて一言 して

お きたい。すなわ ち， モ ンゴルは行 き倒

れの馬 肉を食べ るが， カザフはそれを し

ないのである。

　 バイのアウルで は，屠殺 にあたるのは

貧 しい牧夫 の一家であ った。彼 らは皮を

剥 ぎ， 内臓 をと り出 し，肉を塩づけに し，

脂 を煮出 して固 めた。 また骨を煮 て自家

用 の石けんをつ くった。石 けんつ くりは

女性の仕事 とされた。

　 秋の シーズ ンが終 るの は１１月末であっ

た。 この時期，す でに雪が降 りは じめ，

水 も氷 った。猟の好 きな人 々は猟犬 やタ

カを使 ってキツネ， カモ シカ，オオカ ミ，

ウサギなどを狩 った。バ イの キャラバ ン

は，例 えば越冬用の屠殺 ｂｓ’馬　ＩＯ頭，ラクダ

２頭，ヒッジ３０頭で あれば，さ らに積荷の

ために ラクダ１５頭 を加 えた。バ イの家族

はオオカ ミの毛皮 など高価な毛皮 に身を

つつん で， よく肥 えた馬 に乗 って キャラ

バ ンよ りも先 に出発 した。猟犬や タカを

つれて行 くの は，冬の間猟 を楽 しむため

であ った。 カザ フの人 々に とって猟 は食

糧を得るとい うよりは，専 ら娯楽のため
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で あった。猟 師が猟の とき，知人で あろ

うとなか ろうと他人 に出会 った ときには，

自分 の 獲 物 をその人 にゆず ることにな

っていた。 この風習 はア ン ・バイ ラヌー

ａＨ　６ａ加 ａＨｙ また はア ンディ ・バ イラウ

ａＨＡｂｌ　６ａ伽 ａｙ とよばれた ［ＴｏＡｂｌＢＥＫｏＢ

ｌ９７１：５７１］。

　移 動の ときには，毎朝各 アウルか ら １

人 ずつ騎馬 の牧夫が集ま って グル ープを

つ くり， キ ャラバ ンよ り先 に出発 してそ

の晩の宿営地 をさが した。遊牧民た ちは

老若を問わず場所の名前，宿営地や井戸

の数 と状 態をよ く知 っていた。場 所の名

前 は世代 か ら世代へ とうけつがれ，１５歳

の少年 で も，夜間であ って も， まちが い

な く指 定 された地点に達 する ことがで き

た。

　 秋の牧地か ら，最 も遠 くはなれたキジ

ルクムの冬季牧地 まで約２０－２５日を要 し

た。冬 は遊牧 民にとって最 もきび しい試

練 の季節であ った。子 どもた ちも幼時 か

ら大人 を助 けて仕事 を した。燃料 用の糞

集めは子 どもと老人の仕事であった。彼

らは大部分読み書 きを学ぶ余裕はなか っ

たが，遊牧生活のさまざまな技能 はすべ

て生活 の中か ら会得 したのであ る。

　以上， カザ フ族 の遊牧生活のあ らま し

を，主 として四季による移動の側 面か ら

概観 したが， トル イベ コフによる と，カ

ザ フの諸部族 の中で最 も遠距離を移動す

るアダイ ａｎａＭ族の場合，年間少 な くと

も ２５００ｋｍ に達す るとい う。 この間遊

牧民 は宿 営のたびに ラクダか ら荷物をお

ろ し，ユルタを組立て， 出発の ときには

またユルタを分解 し，荷物 を ラクダ に積

む。 これが年間 ６０－－１２５回 くり返 され る

のであ る［ＴｏＪｌｂｌＢＥＫｏＢ　ｌ　９７１：３２１］。 っ
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ま り多 いときには， １年 を通 じて平均 ３

日に １日は移動す ることにな り， これを

人 の一生 になおす と，生涯の ３分 の １は

旅の中にあることを意味 して いる。

　遊牧民 は古 くか ら定住農耕民を軽蔑 し

た。 とりわけカザ フのバ イなど有力な人

々は，一時的 に遊牧 をやめた人 々の こと

を ジャタ ク １１＞ＫａＴａＫ （横 にな って いる人

の 意） な どとよんで 軽 蔑 した。 サル ト

ｃａＰＴ とい う言葉 も， 遊牧 のチュル ク族

の定住民にたいす る蔑称 に由来す るとの

説 もあ る ［ＴＯＫＡＰＥＢ　 １９５８：３４７］。遊牧

民の親 たちは， 自分の子 ど もたちの こと

を怒 って，「お前 のよ うな奴 は，自分の糞

尿の臭いで もかぎなが ら， １カ所 に止ま

った らいいよ」 とどな ることがあ った と

いう　［ＴｏｎｂｌＢＥＫｏＢ　ｌ９７１：２５０］。

　 しか し，歴史的 に見 ると，遊牧 は時代

とともに衰退 した。帝政 ロシアによる北

方 か らの圧迫 によって牧 草地 は減少 し，

また天災や部族間 の争 いによって家畜を

失 い，定住化する ものが しだいに増加 し

た。２０世紀初頭 には，地域 によってちが

うが，定住民が１５－８３％ に達 した ［Ｔｏｎ－

ｂｌ６ＥＫＯＢ　 ｌ９７１：４６３］。 カザフ族 の研究

者 トル イベコフは，「定住への移行 な しに

遊牧社会の発展はない」 と断言 している。

彼 は遊牧 と農耕 を比較 してつ ぎの ように

書 いている。

　 「遊牧的牧畜の条件 において，生産 の

開始期 を家畜の交 尾 と考 えれ ば，その終

りは ここか らの成畜の獲得 ということが

で きる。 ヒッジやヤギの場合，妊娠期間

は ５カ月 である。 これは変 えることので

きない自然 の要素であ って， 中央 アジァ

の遊牧民 は年間 １度の家畜の生産 をむか

えるだけである。定住 した集約的経営 に

おいて は，同 じヒツジとヤギの母体 か ら

２年 に ３度の 出産を獲得 で きる。仔 ヒツ

ジを成畜 にす るために， お くれた遊牧的

牧畜 では約２４カ月を要 するのにた い し，

定住の集約的牧畜で は ２－ ３倍早 めるこ

とがで きる。馬や ラクダの飼育の場合 に

はさらに長い期間を要す る。妊娠期間 は

馬が１１カ月， ラクダ は１２－１３カ月 である。

雌雄の成畜 を得 るには ５－－６年 かか る。

この ことは，遊牧の馬 飼養 で７１－８３カ月，

ラクダ飼養 の場合で７３－８５カ月 を要 する

ことを意味 している。一方，農耕 の場合

には，種 まきか ら収穫 まで（秋 まきをのぞ

けば）６カ月 を越 えな い」 ［ＴＯＡ　ｂｌＢＥＫＯＢ

ｌ９７１：３１８］。

　 こう して トル イベコフは，遊牧 が農耕

に比べて生産力は劣 るのにより多 くの労

働力 を必要 とする こと，生産過程 におけ

る自然条件への依存度 が高 いことを指摘

して いる。 したが って，農耕民に比べて

余暇 もな く，手工業や学習 にたず さわ る

時間 もほとん どないとのべ，定住 へ移行

する ことの必要性を力説 している。

３．　 カザフ族遊牧民の家族生活

　１９世紀のカザフ族の社会では，両親と

未成年の子どもからなる小家族が特徴的

であった。ここでは，女性にたいする男

性，年少者にたいする年長者の優位に基

づ く家父長制が支配していた。家族の長

である男性 の権威と， 他の成員 の従属

的状態は，慣習法とイスラム法によって

固定された ［ＴｏπｃＴｏＢ　１９６３：４３２］。

　［女性の地位］

　慣習法としきたりはさまざまな形で女

性の地位を低 くし，また女性を社会から

隔離 した。タウケーハンの慣習法（ジェテ
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図 １０　 カザ フの ユ ルタ の 内部 （１９世紀 末 ） （Ａ３ＨａＴｃＫａＨ　ＰｏｃｃＨπ に よ る）

イ ’ジヤルグ イ 》ＫｅＴｉ　＞Ｋａｐｒｂｌ） には女性

の不平等な地位 が明記 されてい る。裁判

での証人 は，男性 は １人で よい場合で も，

女性 は ２人を必要 とした。 しか も現実に

は，女性 は裁判 で証人 になることが全 く

で きな かった。女性 を殺 した者の賠償額

（クン ＫｙＨ） は， 男性 を殺 した場合の半

分 であ った。

　夫 は妻の財産を 自由に処 置す ることが

で きた。夫の死後，未亡人 は財産の権利

を もってはいたが， しか し末子 が成人す

るまでの ことで あった。 この場合で も，

彼女 は単 なる後見人 にすぎなか った。未

亡人 が再婚 した場合 には，財産 の ６分の

１ない し８分 の １が分与 された。 ただ し

これ も場合 によって ちが っていた。

　 こう した不平等 に もかかわ らず，女性

は早朝か ら暗 くなるまで，生活の さまざ

まな負担を背負 った。遊牧また は半遊牧

の生活で は，女 性 は移動 のときぢ ラクダ

に生活用具を積んだ り， ユルタを解体 ・

組立てた り， １日に数 回搾乳 し，家畜 に

水 を飲 ませ，家族のために食事をつ くり，

家族 の衣服の面倒を見なければな らなか

った。「アウルの移動 の とき，家族の長で

ある父親 の役割 は受動的な もので あった。

ヒツジを追 い，馬群を観察するの は妻 と

子 どもたちで あった」 ［３瑚 ＡＨ双　１９１５：

３２８］。

　 春 と秋，女性 は夫を助けて ヒッジの勢

毛 に従事 した。 その ほか， ラクダ の毛 を

集 め，燃料 として家畜の糞 をひろい集 め

た。 フェル トつ くり，糸つむぎ，機織 り

も女性の仕事 であ った。刺繍 やアプ リケ

は勿論であ った。

　 カザ フの女性 は社会的 には無権利で あ

ったが，家庭 内での比重 は大 きかった。

遊牧民 にたいす るイス ラム数の影響が弱

６８①
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図 １１ カ ザ フ の 機 織 り （１９世 紀 末 ） （Ａ３ＨａＴｃＫａｆｉ　Ｐｏｃｃｕａ によ る）

く，遊牧生活における女性労働の役割が

大きいため，オアシスにおけるイスラム

教の農耕民に比べて，ずっと解放されて

いた。とりわけ貧 しい家庭での女性の地

位は高かった。

　家庭内における女性の地位は，彼女の

図 １２　 カザ フの フ ェル トつ くり （１９世 紀 末 ） （Ａ３ＨａＴｃＫａＨ　Ｐｏｃｃ朋 に よ る）

６８１



年齢，家族の他の成員との相互関係によ

って，大きなちがいがみ られた。

　カザフの娘は既婚女性よりずっと自由

であった。富裕な家庭では，娘は家事労

働に加わ らなかった。最 も負担が大きく，

しかも無権利だったのは，夫の家族にお

ける若い嫁，とりわけ子どもを生む前の

嫁であった。彼女は夫の父親，夫，夫の

兄弟を名前で呼ぶことは許されず，また

夫の父親とは直接会 って話すこともでき

なかった。女性は子どもを生むとい くら

か立場が楽になり，成人 した息子のいる

年配の女性は家庭内で大 きな発言力を持

っていた。

　夫の家庭における妻の役割と地位は，

彼女の出身によっても大 きく左右された。

実家が富裕で有力な家庭であれば，その

一族の支持によって，婚家での彼女の立

場はかな り自由であった。

　カザフの家族における家父長制的性格

は，家長と子どもたちとの関係にも現れ

ていた。子どもたちは一切父親の意志に

反することはできず，父親 と裁判で争う

ことは絶対に許されなかった。一方父親

は，自分の幼い子どもを殺 した場合でも，

ピーの裁判において罰せ られなかった。

離婚になれば，子どもは必ず父親のもと

に残 った。

　父親は成年，未成年を問わず，自分と

いっしょに住む子どもたちの財産を自由

に処分することができた。家長は息子が

１５歳になれば分家させることができたが，

そのとき息子に分与 した財産はもはや父

親の管理の範囲外とされた。

　遺言による相続は認められなかった。

家長の死後，遺言はすべて分家 していな

い末子の所有 となった。また，親族であ

ろうと他人であろうと，子どもを養子に

６８２
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迎 えることがで きた。養子 にす るために

は証人が あればよか った。養子 は遺 産相

続 において実子 と同 じ権利を持 って いた。

１９世紀後半， ロシアの影響 によって，婚

姻 や相続 の慣習法がい くらか制限 され る

よ うになり，例 えば レヴ ィレー ト婚の風

習など も以前 ほどきび しくは遂行 されな

くな った ［ＴｏＡｃＴｏＢ　１９６３：４３３］。

　 ［結婚］

　 カザフ族の社会では ３親等以内の親族

と婚姻 関係 に入 ることは許 されなか った。

また男性 の系統で ４親等 か ら７親等 にあ

た る人 々との結婚 は非難 された。女 性の

系統 であれば， ２親等 で もよか った。

　 カザフ族 には レヴィレー ト婚の風習が

あ り，未亡人 は原則 として亡夫の兄弟そ

の他 の親族 と結婚 しなければな らなか っ

た。 またソロレー ト婚 の風習 によって，

妻 に死別 された男性 は，亡妻の未婚の姉

妹 があれば， その女性 と結婚す ることに

な っていた。 こうした風習のため に，夫

婦 間の年齢差の著 しい場合 が少な くなか

った。 また イス ラム教 によって一夫多妻

も許 されたが， ほとんどバ イなど富裕な

層 に限 られて いた。

　 結婚 の年齢 は１５－１６歳 とされて いたが，

女 性の場合 には１３歳以下 であ る場合 も稀

で はなかった。 したが って，男女 とも性

的に成 熟する前 に結婚す ることが珍 しく

なか った。

　 １９２６年カザフのアウルで １２９人 の女性

を調査 したバ ラノブとクジミナは，つ ぎ

の ような結果 を報告 してい る。１２－１４歳

で結婚 した女性 が１８人，１５－一一１８歳 が８７人，

１９－２０歳 が２１人，２３歳 と２５歳 が各 １人 と

な ってお り， 当時 のカザ フ女性 の性的成

熟は１８－２０歳 であった。 ところが この年
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齢 までに全女性 の９０％以上 がすでに結婚

してお り， うち５０％ は子 どもを持 って い

た ［ＢＡＰＡＨｏＢ　Ｍ　ＫＹ３ｂＭＨＨＡ　 Ｉ９３０：８５］。

　結婚に必要 な条件 は，婿の家族 か ら嫁

の実父への婚資 （カル ィ ン ＫａＪｌｂｌＨ）の支

払 いであ った。婚資 （ロシア語文献 では

ふつ うカル イム ＫａｎｂｌＭ）はふつ う家畜で

支払われたが， その額 は両家の身分 や財

産 によって ちが っていた。

　 カザ フにおいて も，乳幼児の ときに婚

約す る風習が広 まって いた。 これ はカザ

フ語 でジ ャスタイ ・クダ ラスー 》ＫａＣＴａＨ

ＫＹＡａｎａｃｙ とよばれた。 家父長制 的家族

で は，親た ちによる幼児の婚 約 は新 しい

意味 をもっていた。 すなわ ち富裕で名門

の家族 は， これによって有力な親族 を得，

ステ ップ におけ る影響力 を強 めるためで

あった。

　婚資の支払いによって婚礼の方式 と時

期が決定 された。婚資 は一般 にかな り高

額 であって， これを １度 に全額支払える

のは富裕な家族 だけで， あまり豊かでな

い家族 は早 目に婚約 を して，何回かに分

けて婚資を支払 うことをのぞんだ。

　貧 しい家族 は， 息子 のた めに婚資 を支

払 ってや ることがで きず，富裕な親族 の

助 けを得，そのため永年 にわた って債務

に苦 しめ られ ることも少 な くなか った。

貧 しくて結婚で きない男 も稀で はなか っ

た。 しか し１９世紀末 か ら２０世紀初頭 にお

ける急速な階層分化 によって，相対 的に

零落 した人 々が多 くな り，婚資な しの結

婚 も行 なわれ るようになった。

　婚約 の前 に仲人をたてて婚資の額など

を定 め られ るが， この仲人選 びも大 きな

仕事 であった。 誰 もができるだ け有力 な，

自分 に都合の よい人をのぞん だか らであ

る。仲人 はまず，婿の側か ら嫁の父親 に

最初 の贈物 （カルグ ィ・バ ゥ Ｋａｐｒｂｉ　６ａｙ）

を持参 し，婚資の額 と支払方法を定 めた。

話 がまとまれば支払 いが開始 され るが，

これと同時 に娘の父親 は持参品 （ジャサ

ウ 》Ｋａｃａｙ）の準備 にとりかか った。 その

額 は婿側 との話合い によ った り，あ るい

は娘 の父親の意志 と財産によった り した。

嫁 が豊 かな家庭であ る場合 は，多数の衣

服，寝具，容器，家畜のほか，新 しい白

いユルタ　（オタウ ＯＴａｙ） が用意 された。

貧 しい家庭の娘 はわずかな衣服，容器，

寝 具だけで あった。

　結婚 当事者の若者たちは，婚礼の準備

には加 わ らなか った。彼 らは，婚礼の 日

まで互 いに見た こともない ことさえ稀で

はなか った。彼 らにとって両親の意志 は

すべてであった。婚資の支払 いが終 ると，

婿 は 「ひそかに」花嫁を訪 れることがで

きた。

　婚礼 の日を いつ にするかは，双方 で話

し合 うか， あるいは婿の父親 が定 めて嫁

の側 に知 らせ るか した。式 の当日は婿が

花嫁 のア ウルを訪れ，そ こでムラーによ

って結婚 の儀礼が とり行なわれた。 この

とき３人 の証人が必 要であった。

　披露宴 （トイ ＴｏＨ） はまず花嫁 の アウ

ルで行 なわれ，花嫁のすば らしい資質や

能力をほめたたえ，幸せな生活への願望

を こめた歌が多 く歌われた。豊かな家庭

の場合 は競馬 （バイガ） やヤギの奪 い合

い （コクパル ＫθＫｎａｐ）， レス リング （ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヘ
レス Ｋｙｐｅｃ）な どが行なわれた。 競 馬 に

は耐久力 を競 うもの （ア ラマ ン ・バ イガ

ａｎａＭａＨ　６ａＡｒａ）とふつ うの ものとが あっ

た。前者 は距離 １００ｋｍ に達 したが，後

者 は ５－１０　ｋｍ であ った。 いずれの場合

も障害物 の多 い場所が選ばれた。 こう し

た競馬 は有力 な主催者 によ って，婚礼，
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誕生，葬礼，追悼 な どの とき開催 された

が，勝者 には賞金があたえ られた。１８６０

年， アタバ サルス キー郡 の有力 なバ イの

追悼供養 では，賞金 として馬３７２頭，優勝

者に は １００頭 があたえ られた ［ＢＡＰＡＨＯＢ

ｎＫｙ３ｂＭＨＨＡ　 ｌ９３０：４４４］。　コクパルは

中央 アジア全域 に広 まって いる競 技で，

アフガニスタ ンではブズカシュとよばれ

ているものであ る。

　 さて，婚礼の宴が終 ると，花嫁 は故郷

のアウル （コシュタスー ＫＯＩＩＩＴａＣＹ） と別

れ，婿 と多 くの親族 にともなわれて婿の

アウルに向か った。 アウルに着 くと，「顔

見せ」 （ベ ト・アシャル ６ｅＴａ田ａｐ）とよ

ばれ る歌で迎え られ，婿 の両親や親族 に

紹介 された。 この とき，誰 か若 い人の手

で花嫁 の顔のおおいが とりのぞかれた。

　 婚礼 のときには，花婿花嫁 の親族 はみ

な贈物 を持参す ることにな って いた。花

嫁が実家 の炉 と別れ るとき，故郷 のアウ

ル と別 れる とき，婿のユルタの炉 に近づ

くとき， それぞれ儀礼が行 なわれた。 そ

の他婚礼 では，婿 が花嫁 をつれ去 るとき，

それを花嫁 の親族が妨害 した り，婿 が嫁

の両親，嫁 が婿 の両親 に会 うことを避 け

たりす ることなど，多 くの しきた りがあ

った。

　 また婚礼で は，新婚のふた りに甘い物

をふりか けた り，ふた りに １っの碗 で水

を飲 ませた り した。貧 しい人 々の場合 に

は，言 うまで もな く，すべて は簡単質素

であった。

　［誕生］

　ルデ ンコは１９３０年頃，北東部 カザ フス

タ ンのナイマ ン部族の生活 について報告

してい る ［ＰｙｎＥＨＫＯ　ｌ９３０：Ｌ ７３］。 こ

れ によ ると， カザ フの女性 は月経 の とき
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不浄 とされ， この期間潔斉 は行 なわれな

か った。女 性は この期間 にもあ らゆる仕

事 に従事 しなが ら，祈疇 を しな くて もよ

いとされた。 たいへん稀で はあ るが，堕

胎 もあることはあった。 そのために女性

はなにかの草 （ルデ ンコも調査で きなか

った） を煎 じた ものに水銀 を混ぜて飲ん

だ。 また ときには穴を掘 って， そこに焼

石を投 げ こみ，毛皮外套 をかぶって その

上 に しゃがん だ。焼石 には水銀 を投げ入

れ， その水銀の水蒸気で堕胎 できると考

え られた。

　 カザフの女性 は，脆 いて， ユルタの壁

に張 った縄 につか まって出産 した。 この

とき産婆 （キ ンディク・シェシェＫｉＨＡＨＫ

ＩＨｅ田ｅ）また は経験 のある女性 が赤ん ぼ

うをとり上 げた。安産の ときには， 出産

を助けた女性 たちはみな贈物 を もらい，

豊かな家庭 では特別 に屠殺 された ヒツジ

をご馳走 さ れ た。 女性た ちは 塩を 混ぜ

たバ ターを 赤んぼ うの体 に ぬ り， 揺藍

に入れ るの は ３日目で あった ［ＰｙＡＥＨＫＯ

ｌ９３０：４９］。別の資料で は産後 ５－－７日と

な っている ［ＴｏｎｃＴｏＢ　１９６３：４３６］。

　 生 まれた 日の夕方， ア ウル じゅうの若

い男女 が新生児 のユルタを訪れ，朝方ま

でにぎやかに騒いだ。主人 は来客 にご馳

走 した。・この風習 （シルデカナ ｍｉπＡｅ－

ＫａＨａ）は，生後最 初の夜 に訪れ るとされ

る悪霊 （ペ リｎｅｐｉ）を警戒す るた めであ

った。 悪霊 は新生児を盗 んで，別の，身

体の不 自由な赤んぼ うと交換す るか も知

れない と考え られた。夜が明けると，主

人 はみんなに小 さな贈物を した。

　 新生児を揺藍 に入れ るときも宴会 （ベ

シク ・トイ ＢｅｃｉＫ　ＴｏＡ） が行 なわれ，来

客 は手みやげを持 って参集 した。来客の

中には馬装具や鞭， フクロウの羽根 を持
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参す るもの もあった。 この羽根 を子 ども

の帽子につけると，魔除けになると信 じ

られた。 ご馳走の後， アウルで尊敬 され

てい る子 ど もの多 い老 女によ って新生児

に名前がつけ られ，揺藍 へ運ばれた。両

親 はこの女性 に も贈物を した （ベ シク ・

サ ラル ＢｅｃｉＫ　ｃａｎａｐ）。 これ はふつ うワ

ンピース用 またはかぶ りもの用の布地で

あった。 アウルにイス ラム教の影響 が強

くな ってか らは， ムラーが子ど もの名を

つけた ［ＴｏＪｌｃＴｏＢ　Ｉ９６３：４３６］。

　 母胎か ら９カ月以 内に生まれた赤んぼ

うは未熟児 と され，４０戸のユルタか らミ

ル クを集めて赤ん ぼうの 口にぬ った。 そ

れか らユルタの壁の格子に揺藍 をつ り下

げた。 場所によって は，赤んぼ うが男女

どち らであ って も，父親 または祖父の帽

子 を か ぶ せ た。 赤んぼ うの誕生 につ い

て，最初にアウル じゅうを馬でふれまわ

った若者は褒美 を もらうのがつねであっ

た。

　 カザ フの揺藍 には，中央ア ジアの諸民

族の場合 と同 じよ うに，赤んぼ うの小便

を うけるための穴があ けられている。子

どもの欲 しい男 は，新生児の揺藍 の穴か

ら干 し果物 を落 して それを食べた ［Ｐｙル

ＥＨＫＯ　ｌ９３０：５０ユ。 女の子の場合 には，

無事に育つことを願 って，あるいはつ ぎ

は男の子 が欲 しいという願 望を こめて，

男の子の着物 を着せ ることがあった。

　 生後４０日 （ＫｂｌＰＫｂｌＨａＨ　ｍｂｌｒａｐｙ） には，

親族や近 くの人 々を招 いて宴会 を開 いた。

この 日，有力な家庭で は，いろいろな競

技が行 なわれた。男の子が ３歳 か ら１０歳

にな ると， イス ラム教徒の風習に したが

って割礼 が行 なわれ，両親の財産 に応 じ

て，宴会 や催物が行なわれた。

　［葬礼］

　１８－－１９世紀 のカザ フの葬礼には， イス

ラム教の風習 とイス ラム以前の信仰 の名

残 りが混 じって いた。

　カザ フとほとん ど同 じ風習のキルギス

で は，死 者の寝て いた建 物か らすべての

道具 と食糧が運 び出されて いた。 これ は

人が死ぬ とき，動物 と同 じように体 を切

られて 血 を流 し， その血で 品物 が よ ご

され ると考 えた か らで あ る ［ＢＡｆｉａｎＥＢＡ

ｌ９７２：６６］。また息を引 きとった後，遺骸

は埋葬まで必ず別のユルタ に移 された。

そ して死者 は，生者 とは反対に，入 口に

頭 を向けて安置された。生者 は入 口に頭

を向け ることはなか った。 死者 にたい し

て は，多 くのことが生者 と反対になるよ

うに行なわれた。 この ことは日本 の場合

で も同 じである。

　 キルギスでは，、同族の人がど こで死 ん

で も，必ず同族 の墓地 まで運ばれて埋葬

された。運ぶ途 中，遺体 が腐敗すれば，骨

だけが運ばれた。 カザ フ族のナイマ ン部

族の場合には，死者が同族 の墓地 か ら３

日行程以 内の地で死んだ ときだけ，遺体

は櫨や ラクダ，馬 で運ばれた ［ＰｙｎＥＨＫＯ

ｌ９３０：５０］。

　死者が別 のユルタに運ばれ ると，埋葬

の 日の朝２－一一３人の手で体をふ く儀礼 が行

なわれ，サ ワン（カザ フ語でケ ビンＫｅ６ｉＨ）

とよばれ る白布 を死者の体 に巻 きつけた。

これ は女性 で １５－１８　ｍ，男性 で １０ｍ を

要 した。 その上 か らじゅうたんまたはフ

ェル トを巻 いた。 ムラーが祈疇 を した後，

死んだ当 日， また は翌 日墓地 に運ん だ。

女性た ちは大声 をあげて泣 きなが ら死者

を惜 しむ言葉 を口に し，死 者が豊 かなバ

イな どであれば，特別の泣 き女 がやとわ

れた。泣 き女 はユル タの壁面のフ ェル ト
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を持 ち上げて，泣 き声 や死者をたたえ る

言葉 が外 によ くきこえ るよ うに した。

　墓場 に死者を運ぶのは男た ちだけで，

近 い親族が交代 で死者 をのせた担架をか

ついだ。墓穴 はカタ コンブ式の ものが多

か った。死者 は頭を北 に，顔を西 （メ ッ

カの方角） に向 けて葬 られた。

　 未亡人 は死後 ３日　（ウシ Ｙｍｉ）， ７日

（ジェテ シ ）ＫｅＴｉｃｉ），４０臼 （ク ィル クイ

ＫｂｌＰＫｂｌ）に行 なわれ る追悼 の ときには顔

を引 っかいて傷 つけ， また １年 の間服喪

の しる しとして黒 い布を頭 にかぶ り，毎

日 ３回死者 のために祈 った。 また ３日，

７日，４０日の追悼のたび に親族が集 まり，

ご馳走がふるまわれた。 このた め貧 しい

人 々にとってその負担 はたいへん大 きか

った。未亡人 はまた，遊牧 の移動の とき

にも，他のアウルに出会 うと大声で泣い

た。す ると人 々は未亡人の涙をふ いてや

り，冷たいアイ ランなどを ご馳走 した。

　 死者の追悼 は １年忌 （ジル イ ｝ＫｂＭｂｌ）

まで が義務的で，親族 を招 いて盛大 に行

なわれたが，その後 の毎年の追悼 （アス

ａｃ） は必ず しも大々的にす る必要はなか

った。 １年忌では多額 の賞金をつけた競

馬 が催 され ることも多 かった。 ときには

行事 が ３－ ４日にわたる こともあ った。

　 ルデ ンコは１９２７年 ９月２１日一２３日， イ

ルテ ィシュ川上 流部 のクゼゥ ・クムとい

うところで，その年 の ３月 に死 んだカザ

フのジ ャンガバ イ ・ブ ィテバエ フのた め

に行 なわれた追悼について報告 している。

アスはふつ う９月に開催 された。

　 このアスで は，来 客のために１５張のユ

ル タが用意 された。招かれたの は４っの

郷 （ヴォロスチ）の人々で， ご馳走 とし

て馬 ４頭，牛 ６頭， ヒツジ２５頭が用 意 さ

れた。来客 はみな ２－ ３個 の皮袋 にクム

６８６

国立民族学博物館研究報告　　８巻３号

イスをつ めて持参 した。彼 らはアウルに

到着 するとまず未 亡人 のユルタを訪 れて

挨拶 した。 また来客 のつれて きた ヒッジ

が３０頭 あったので，屠殺 された ヒツジは

全部 で５５頭 に達 した。 ただ し， このアス

で は革命前 にお けるような賞金つ きの競

技 は行 なわれ なか った。 これ は地方の行

政当局 か ら禁止 されたので ある。

　 ルデ ンコはここで，１８９６年 に行なわれ

た大アスについての話 もきいた。その と

きは来客用 のユルタが ３００張，各ユルタ

に馬 １頭， ヒツジ １頭，給仕人 １名のわ

りあいで用意 された。競馬 は約 ３０ｋｍ の

距離で ２５０頭 が参加 して行 なわれ，２５位

まで賞 があた え られたが，優勝馬 には馬

１００頭 があたえ られた とい う ［ＰｙＡＥＨＫＯ

ｌ９３０：５６］。

　十月社会主義革命の後，カザフ族のア

ウルは，社会的，家族的に根本的に変っ

た。男女 は同権 として扱われ，女性の意

志を無視 した結婚の強制，一夫多妻，未

成年者との結婚などが１９２４年の法律で禁

止 された。また母親と子どもの保護のた

めの多 くの方策が実施された。現在のカ

ザフ共和国の首都アルマ ・アタを旅行す

ると，高等教育を受けた多 くのカザフ女

性が各種の教育施設や研究所で活躍 して

いるのを目にすることができる。

４． カザ ７族 のユルタ

　 ［ユルタ］

　 ユルタとい う言葉 は， もと氏族 の所領

とか場所を意味す るチュルク語のユル ト

Ｋ）ＰＴに，ロシア語の女性名詞の語尾 であ

る 「ａ」が加 わったもの とされ，遊牧民の

天幕の 意味 に用 い られてい る ［皿［ＨｎＯＢＡ
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１９７６：４３１］。

　ユルタはユー ラシア中央部のステ ップ

の 遊牧民 に広 く分布 している。 「格子状

ユルタの分布の地理 的範 囲はユーラシア

大陸に限定 され， その境界 は大陸中央部

の森林のないステ ップおよび半砂漠地帯

におけ る遊牧生活の境界 と正確 に一致 し

て いる」［ＫｙΦＴＭＨ　ｌ９２６：３１］。

　ユルタ はカザフ， キル ギス， トルクメ

ン， カラカルパ ク， カチン，モ ンゴル，

カルム ィク，ブ リヤー トにみ られ， ユル

タの名残 りは定住 のバ シキール，ノガイ，

ウズベキスタ ンのサル トにみ られ，後代

の借用 として アルタイ地方 の一部のチ ュ

ルク族 に も入 ってい る。 名称 はモ ンゴル

語でゲル ｒｅｐ，カザ フ語 でキーズ ・ウイ

ＫＨｉ３頭 ，キルギス語で ウイ ｙＨまた はカ

ラ ・ウイ Ｋａｐａ　ｙｔｉ，ボズ ・ウイ ６０３　ｙ員，

トルクメン語でガ ラ・オ イ ｒａｐａ　ｅｔｉまた

はオイ ｅｔｈで ある。 中国文献では古 くパ

オ （包）とよばれたが，最近 では 「琶房」

［国家民委民族 問題 五神双書 編輯委員会

『中国少数 民族』編写組 １９８１：１９５］と称

している。

　 ユルタは紀元 １千年紀 の中頃，チ ュル

ク族によって発明 された といわれ る。 チ

ュル ク族以前 のユ ーラシアの遊牧民であ

るスキタイ， サカ，サルマタイ らはユル

タを知 らなかった。彼 らは円錐形 に組ん

だ 丸太 の 上 にフェル トをか ぶせ た もの

（チ ュム ｑｙＭ），あるいは ２輪ない し４輪

の車輪上 につ くった住車 を利用 していた

［ＥＰＥＭＥＥＢ　 １９８０：１４］。

　 ユルタは現在，天井部分 が円錐型 にな

った もの と，球型 にな った ものとの ２種

類が ある。 モ ンゴルのユルタは円錐型 に

属 し，カザ フの もの は球型に属 する。前

者 は，天井用小丸太が真 っ直な棒 である

　 上，天井が球型のもの。

　　　 民博のカザフのユルタ。

　 下，天井が円錐形のもの。

　　　 モンゴルのユルタ。

図１３　ユルタの２っのタイプ

　　（Ｍ［Ａ黄双ＡＰ　Ｈ　ｎＫ）ＰＢＥＥＢによる）

の にたい し，後者 は天井用小丸太 の下端

がまる くな ってお り， これ によ って天井

が高 くな ってい る。 クフティンは， この

球型 が移動式住居の最高の発展形態であ

ろ うと考 えて いる ［ＫｙΦＴＨＨ　ｌ　９２６：３２］。

　民博 のカザ フ族のユルタは， ソ連科学

アカデ ミー民族学研 究所 （レニ ングラー

ド支部） のカザ フ族専攻 の民族学者 クル

イレフ　Ｂａ丑ＨＭ　ｒｌｅＴｐｏＢＨｑ　Ｉ〈ｐｂｍｅＢ によ

って，１９７６年， カザ フ族 の小 ジューズ に

属す るアダイ族 のルザ エフ Ｐｙ３ａｅＢ家 の

好意 によって，民博 のため に購入 された

ものである。 これはルザエフ家の夏季用

セカ ン ドハ ウスと して用い られて いた。

アダイ族 はカス ピ海の東岸， マ ンギシュ

ラク半 島一帯 に住んでお り， カザ フ族の

中で も比較的おそ くまで遊牧文化 の面影

を強 く残 していた。

　 このユル タの各部分 はすべて伝統 的技

６８７



法 によった手 づ くりであ る。 さまざまな

刺繍 も，ルザエフ家 の祖母 ひ とりの手で，

１９３０年頃か ら２０年 あまりにわた って行な

われた ものである。

　 ユルタ は今で も，定住化 したカザフ共

和 国の人 々の牧 畜生活 に広 く利用 されて

いる。ただ し，手 づ くりの もの は今で は

ほとん どな く，ほ とん ど工場製にな って

いる。例えば現在， ウシュ トベ ｙ田ＴＯ６ｅ

市 の ユルタ工場 で は， １９７５年 当時， 年

間 １万 ６，０００のユルタを生産 した。 この

場合， ユルタの骨組 は，一時松が用い ら

れたが， しだいに合板 に変わ り， このた

め 耐久年限 も著 しく増 した とい う ［Ｍｙ－

ＫＡＨＯＢ　１９８１：１２］。 た だ しフェル トの

おおいは，防湿，保 温，通風 などの点 で

羊毛 に代 わる もの はな く，今で も昔なが

らの羊毛 フェル トが用い られて いる。

　 民博のユルタは，カザフ族 のもの は手

づ くりであるが，その隣にあるモ ンゴル

のユルタ （標本番号 Ｈ６３８４７） はウラン

バ ー トルの工場製であ る。

　［カザ フ族 のユルタの構造］

　 カザ フのユルタは基本的には木製の骨

組 とそれをおお うフェル トか らなって い

る。 そ して骨組 は ４っの部分 に分 け られ

る。

１） ．ケ レゲ Ｋｅｐｅｒｅ。 これ は モ ンゴル語

のハ ナ ｘａＨａに相当 し， 壁面を構成す る

伸縮 自在の格子か らなってい る。

２）　ウ ィク ＹｂｌＫ。これはモ ンゴル語のウ

ニ ＹＨｂにあた り，天井 の丸太であ る。言

わばコウモ リ傘の 「矢」 の部分であ る。

３）　 シャンラク 田ａＨｐａＫ。丸天井の まる

い窓である。モ ンゴル語では トーノＴＯＯ－

ＨＯ （また はツァグル イク ｌｌａｒＰｂｌＫ）であ

る。

６８８
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１） ヤ ナギ材 の樹 皮 を は ぐた め の けず り具 ．

２）ス イズ ギ シ ュ

３） シ ヤ ツパ ・シ ョ ト

４） テズ

５） ウス ク ィ

図 １４ カ ザ フの ユ ル タ の骨 組 を作 るた め の道

　 　 具 （ＭｙＫＡＨＯＢ に よ る）。

４）　 エシク ｅｃｉＫ。 開 閉 で きる入 口の木

扉 の ことで， モ ンゴル 語 で はハ ール ガ

ｘａａｎｒａとよばれ る。

　 ユルタの木製部分 にはヤナギ， シラカ

バ ，ポプ ラなどの木 が用 い られ るが，最

も望ま しいの は古 くか らヤナギ （民衆の

問ではタル ＴａＪＩとよばれる）とされてい

る。 これは曲げやすい ことが なによりの

特徴である。 ポプ ラは以前 ユル タの頂部，

つ まりシャンラク部分 に利用 されたが，
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やは りヤナギおよび シラカバの方 が好 ま

れて いる。

　木製部分の加工 は図１４のような道 具を

用 いて行なわれ る。 まず， けず り具で樹

皮 をむ き，３）のチ ョウナ （シャ ッパ ・シ

ョト皿ａｎｎａ田ＯＴ）で木材 の端末 を切 りと

る。 また天井用小丸太 の加工には図１４の

２）の ような道具 （ス ィズ ギシュ Ｃｂｌ３ｒｂｌｒａ）

が用い られる。 これの右側 は鋸歯状 にな

って いて，ＹｂｌＫの端末にギザ ギザをつけ

るの に用い られ る。以上の材料 は皮をむ

いた後 にまず乾 かされる。

　 かつて，ユルタを作 る職場には小丸太

を火にあぶ るための火床 （モル Ｍｏｐ），

曲げ るための台 （テズ Ｔｅ３），穴 をあける

ための錐 （ウス クィ ｙＣＫｉ） などがあ った

が，今では錐 と して は電気 ドリルが用い

られてい る。

　 壁面用の格子 （カナ トＫａＨａＴ）はふつ

う６枚か らな っているが，民博 にあるユ

ルタ はカナ トが ７枚である。つま りユル

タのケ レゲ は多 くの場合 ６－ ８枚 のカナ

トによって構成 されてお り， １枚のカナ

トはふつ う１５個の二股 （バ ス ６ａｃ）か ら

な りた ってい る。 したが って， ６枚 カナ

トの天幕の場合 は，９０個のバ スをもって

いる。 カザ フ族 の間で は 「９０個 のバ スを

もつケ レゲ に８０本 の ウィクをのせ る」 と

い う表現が ある ［ＭｙＫＡＨｏＢ　１９８１：２６］。

この ことは， ウイクは正確 にバ スの数 に

合わせ るのではな くて，若干間隔をあけ

ることを意味 して いる。 この方が よく強

風 に耐え るとされて いる。民博のユルタ

で は， ウイ ク１２０本，ケ レゲのバス１１４個

で ある。 ６本の ウイクは扉枠 の上 にの る

ことにな る。

　 ケ レゲ またはカナ トはサガナク ｃａｒａ－

ＨａＫ とよばれる小丸太 か らできてい るが，

このサガ ナクは長いのが２０本 （左側 １０本，

右側１０本，民博 のユ ルタでは各 ７本ずつ）

で，長さはふつ う ２１０－？６０　ｃｍ で ある。

民博 のユルタでは最 長が ２２５ｃｍ であ る。

残 りのサガナクは，カナ トの両端 に近 づ

くにつれて短 くな っている。 サガ ナクは

外側 にま るくふ くらみがつけ られて いる

が， これ はケ レゲ に結びつけ られ るウイ

クを強化す る役割 を果 している。

　 カナ トを形成す るサガナ クには，左右

が交叉す る部分 に革紐を通すための穴 が

あけ られてい る。 この締め方 はコクテウ

ＫＯＫＴｅｙ とよばれ， 革紐その ものは コク

ＫＯＫ とよばれ る。 コクはラクダ，雄牛ま

た は馬の革でつ くられている。民博のユ

ル タでは ラクダの革であ る。 コクテウは，

革の一方 の端末 に穴をあけ， それ に一端

をさ しこんで強 くひ っぱ る方法で ある。

各 カナ トのバ スの数 は１５個 がふつ うで あ

る。

　 天井用の小丸太， つまりウイクの長さ

と太 さはカナ トの数 に応 じて変化 す る。

カナ トの枚数の多い ほど， つまりユルタ

の規模の大 きいほど， ウイクは長 く，ま

た太 くな る。 ６枚 カナ トの場合，ふつ う

ウイクの長 さは ２４０－２５０　ｃｍ で， 民博

の場合 は ３２０ｃｍ で ある。ウイクの基部

（全長の約 ３分の １），つま りケ レゲ につ

ながる部分 は， わず かに曲げ られている。

ウイクは自然木の太 さに応 じて先端 にゆ

くほど細 くなり，端末 はシ ャンラクの穴

にさしこむた めに尖 っている。 この さし

こみ部分 はコズ Ｋｅ３とよばれ る。

　 シャンラクはまるい外縁部 と， それを

強化す るための棒 （クルデ ィレウィ シュ

Ｋｙ刀加ｐｅｙｉ田） か らで きている。 これ も

基本原理 はモ ンゴルのゲル における トー

ノと同 じであ るが，構造 は少 しちがって

６８９
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２

図１５－１ カナ トとカナトの接合部分 （民博のカザフのユルタ）

図１５－２ ケレゲとウイクの接合部分 （ 〃　　　　〃　　　）

　　　　　　　サガナクの交叉点にコクが見える。

いる。 ６枚カナ トのシャンラクの直径 は

ふつ う １３５－１４０ｃｍ である。民博のユル

タはわ りあい大 きくて ２００ｃｍ であ る。

シャンラクの外縁部 は ２個の半 円部分で

つ くられ，接続部 は鉄 の棒で固定 されて

い る。

　民博の シャンラクの材料 はシラカバ で

あ る。外縁部の木材 の直径 は １０ｃｍ 以

上 で （民博の場合 は １３　ｃｍ）， その くらい

の太 さの シラカバ立木をある期間押 し曲

げてつ くる。全体 と して シャンラク作 り

はユルタの骨組の中で最 も手間 のかか る

仕事で，言わ ばユルタの 「心臓部」であ

る。 シャンラク用の シラカバ は樹液の多

い夏の間 に切 りとり，乾燥 させ る前 に最

終的 に曲げて固定す る。 シャンラクには

ウイクとクルデ ィレウイ シュの先端 をさ

しこむための四角形の穴が ウイ クの数だ

けつ くられる。

　 クルデ ィレウイ シュはふつ う ３本ずつ

直角 に交叉 されている （民博の場合 は ９

本ずつ，計１８本）。 また上方へ球状にまる

くふ くらんでい る。交叉点 は同 じく皮紐

ＫｅＫで固定 され，ユル タを組 立てるとき，

樟で シャ ンラクを高 く持 ちあげ るときの

支点の役割を果 たす。

　 かつて シャンラクは， カザ フの人 々に

とって，家族繁栄の シンボルと して大切

にされた。それ は世代 か ら世代 にうけつ

がれ，家族を保護す る祖霊の宿 るもの と

考 え られた。中央アジアを旅行す ると，

カザ フ， キル ギス， トルクメ ンな どの現

代 風の住居 に， シャンラクだけが保存 さ

れているのを見かけ ることがある。

　革命前 のカザ フ族 では，息子た ちが結

婚す ると，親 は若干 の家畜 とユルタをあ

たえて独立 させた。 この分前 のことをエ

ンシ ｅＨＩＩＩＨ とい う。こうした息子 たちは

独立 した シャンラクの主人 と考 え られた。

父 親 とともに残 るの は末子 （ケ ンジェ

ＫｅＨ》Ｋｅ）で あって，父親 の遺産 だけでな

く， そのユルタ を も受 けついだ。 その

ため末子 はシャンラク ・イエ シ ｒＩａＨｐａＫ

ＨｅＣＨ，つ まりシャンラクの主人 とよばれ

た ［ＭｙＫＡＨｏＢ　ｌ９８１：２９］。 末子 は こう

して，兄たちよ りも遺産 は少 な くて も，

６９０
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１，　２ 東 部 カザ フス タ ンの もの 。

　 　 （Ｍ ｙＫＡＨＯＢ に よ る）

３　 西 部 カザ フ スタ ンの アダ ィ族 の もの 。

　 　 民 博 の ユ ル タ。

４　 モ ンゴル の トー ノ ＴＯＯＨＯ。

　 　 （１＞１Ａｈ双ＡＰ に よる ）

　 　 図 １６　 シ ャ ンラ クの タ イ プ

家を継いだものとして一族から重んぜ ら

れた。

　 シャンラクは古 ければ古 いほど， コラ

・シャンラク Ｋｏｐａ　ＩｌｌａＨｐａＫ として尊重

された。 シャンラクの中 には文様の彫 り．

こまれた もの も少 な くない。文様 には ヒ

ッジの角を表す もの， さまざまな植物 を

表 すものな どがある。 また銀 の薄板 を張

りつけた もの，金属 を象がん した もの も

ある。

　 ケ レゲ， ウイ ク， シャンラクの部分 は，

現地で トマル・ボヤ ウ ＴＯＭａｐ－６０Ｈｙ とよ

ばれる草の根 によ って黄 いろ く彩色 され

た。染料 は根を煮つめ ることによって得

られた。 しか し２０世紀初頭 カザ フ草 原に

アニ リン染料が出現 して，天然の染料 は

しだいに用 い られな くなった。

　 ユルタの入 口は木枠 と観音 開きの木扉

（２枚）と， その上か ら下げ るフェル トの

カバーか らなって いる。 フェル トの カバ

ーは文様 つ きのござで裏打 ちされて いる
。

　 扉を固定す る木 の枠 は左右 ２本 の側柱

（ボサガ ６０ｃａｒａ）， しきい （タブィルデ

ィル イク Ｔａ６ｂｍＡｂｌｐｂｌＫ），上部の板 （マ

ンダイシャ Ｍａｕ八磁皿ａ）の ４枚か らなっ

ている。枠の大 きさはユルタの大 きさに

よって変 る。 ふつ う ７０×１４０ｃｍ か ら

９８×１７５ｃｍ まで とされて いる。民博の

ものは内側が ７０×１４０ｃｍ である。また

上部 の板の幅 は １７ｃｍ，長さ １１８ｃｍ で

あ る。

　 木扉 は観音開 きにな るよ うに，木枠の

幅の２分の１の幅 にな っている （民博の も

の は ３５ｃｍ）。 木扉の表面 （内側）は細か

く彫刻 されて お り，ユルタの主人 が裕福

であるか どうかは， まず これによって知

られる。文様 は一様で はない。しか し全体

として は，なんの彫刻 もない ものが多 い。

　 外側か ら木扉 をおおうフェル トのカバ

ー （キーズ ・エ シク ＫＨｉ３　ｅｃｉＫ） はカザフ

６９１
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１，２，３東部カザフスタンのもの。（ＭＹＫＡＨＯＢによる）

４　　 西部のアダイ族のもの。（民博所蔵）

　 　 図１７ カ ザ フ の ユ ル タ の 木 扉

の天幕の必需 品で ある。木扉 はな くて も，

このカバ ーは欠 かす ことがで きない。扉

を意味す るカザ フ語 のエシク ｅＣＨＫ は，

クフティン ＫｙΦＴＨＨ によれば，フ ェル ト

ー般 を 意 味 するモ ンゴル 語 のエ シグケ

ｅｌｌｌＭｒＫｅ に由来 して いるとい う ［ＭｙＫＡ・

６９２
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図１８ 民博のカザフのユルタにおける

　　 木扉カバーとシュイム ・シー

　　　 （アシのむしろ）

ＨＯＢ　１９８１：３５］。これが「扉」の意味 にな

ったの は，扉 の起源 がフェル トであった

か らか どうか， このあた りの理由はよ く

わか らな い。もともと，ワイ ンシュテイ ン

らが主張す るように， このタイプの天幕

がチュルク族 の発 明であって， これがモ

ンゴル族 に入 った もの とすれば， クフテ

ィンの説明 と矛盾 する ことにな る。 カザ

フ語の中に，本来扉を意味 する ｅＣＨＫとい

う語 が，少な くとも１１世紀 のカシュガル

のマフム ドの辞書 に入 った もの とムカノ

ブは指摘 してい る［１＞ｔｙＫＡＨｏＢ　ｌ９８１：３６１。

　 フェル トの扉 カバ ーは扉枠の幅 より少

し広 く，長 さは，上端 がウイクの ３分 の １

まで達 し， シャンラクに結 びつけ られる

縄 がのびて いる。 また内側 はあ ざやかな

文様 のついたむ しろ（エシク ・チー一・９１１１ＨＫ

ｑ磁 ） で飾 られてい る。 この 装飾 む しろ

（アシを編んだ もの）の扱 い方にカザフ

族 とキルギス族 の区別 があるとされてい

る。 キルギスの場合，む しろの文様 のあ

る部分 がウイクの下 にあ り，その下端 は

扉枠 の上部 まで しか達 しない。 つま りフ

ェル トの扉 カバ ーの下部 には文様 がない

のである。

　 カザ フのユルタの木製骨組を外 か らお

お うフェル トは３部分 か らな っている。

す なわ ち，壁面 をおお うもの （トゥイル

ル イク ＴＹｂｌｐハｂｌＫ）， 天 井 をおお うもの

（ウジュク Ｙ３ｉＫ），それに シャンラクをお

お うもの（トゥンデ ィクＴＹＨ加Ｋ）である１）。

１） キル ギ ス族 で は カザ フ族 で い う シ ャ ンラ ク

　 の こと を ＴＹＨｎＨＫ と称 して い る ［ＴｏｎｃｒＯＢ

　 １９６３：２２５］．

６９３



　 トゥイルル イクは４枚 の フェル トか ら

な り，わずかかに台形 をな して いる。大 き

さは天幕の大 きさによって変 る。 ６枚カ

ナ ト天幕の場合 は下部 が ４５０ｃｍ，上部が

３００ｃｍ，高 さは ２７０　ｃｍ ほどあ る。民博

のユル タの場合 は上辺が ２７７ｃｍ，下辺が

３６０ｃｍ，高 さ １９２　ｃｍ で ある。 トゥイル

ル イクはケ レゲ全体 とウイクの約 ３分の

１をおおって いる。 トゥイルル イクの内

部 の上端 は しば しばアプ リケ によって装

飾 されている。また縁 には縁 どり紐 （ジ

エク 》ＫＨｅＫ） が縫 いつけ られて いる。 こ

の作業 は２名の女性によ って行 なわれ る。

つ まりひ とりは紐を編み， もうひとりは

これを縫 いつけるのである。紐 は ラクダ

の毛糸でつ くられ る。

　 ６枚カナ トのユルタ は３枚 の トゥイル

ル イクか らな るが，横の一部 は重 なり合

うようにな ってお り，上端 にはウイクに

しばりつけ るために トゥィルル イク ・バ

ゥ ＴＹｂｌＰＪＩｂｌＫ　６ａｙ とよばれ る細 い紐 がつ

け られて いる。

　 トゥイルル イクの外側か らラクダの毛

で編ん だ縄 （ベルデウ Ｂｅ」１八ｅｙ） が締 め

られる。 これ はユルタの扉枠 に結 びつけ

られる。 ベルデ ウの上か ら文様 や房 で飾

られた帯 （ベルデゥ ・バ ゥ ＢｅｎＡｅｙ　Ｂａｙ）

が締 め られ ることが ある。

　 ウジュクは上下辺 と も楕 円形 にな って

お り， 円錐形の上部 を切 りとった形 を し

ている。 ６枚カナ トのユルタの場合， ２

枚のウジュクで天井部 をおお うことがで

きる。 ウジュクは３－ ４枚の フェル ト地

（ケセク ＫｅｃｅＫ） か らつ くられ る。 ふつ

う １枚 のウジュクは底辺 が ９５７ｃｍ，上辺

が １３５ｃｍ，両側 は各 ２５０ｃｍ，上辺 か ら

底辺 まで最短の部分 が ２３０ｃｍ であ る。

民博のユルタは，両側 は各 ２９０ｃｍ，上辺
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が ２０９ｃｍ，底辺 が ９６０ｃｍ となってい る。

これが ２枚で ある。 また トゥンデ ィクは

２４３ｃｍ ×２４３　ｃｍ で ある。

　 側壁のケ レゲ と トゥイルル イクの間 に

は文様をつけたアシのむ しろ （シュイム

・シー ｍＨＭ田Ｈ）が立て られ る。 これは

冬期 には保温の役割 を果 し，また内部装

飾 ともな ってい る。 また冬期 には，寒風

が吹きこまないよ うに，ユルタの裾 まわ

りに厚手の フェル トが巻 きつ け られ る。

　［ユルタの組立て方］

　まず建て るべ き場所 の草や石な どを と

りのぞ き，風の向 きなどを考 えて扉の枠

を固定す る。扉枠の両側か ら，開 いたカ

ナ トを立て，相互 に幅のある紐で結び合

わせ， ユルタのケ レゲを形 づ くる。ユル

タの中央部 （キンデ ィクＫｉＨ却Ｋ，文字通

　 図１９ カザフのユルタの組立て方

上は骨組の部分，下はフェル トのかけ方。

いずれも ＭｙＫＡＨＯＢによる。



加藤　　カザフ族の遊牧生活

りの意味 は 「膀の緒」） に， 先端が二股

にな った樟で シャ ンラクを持 ち上げ る。

８枚カナ トを越え るユルタの場合 は， シ

ャンラクはたいへん重いので ２本の樟で

支え る。 １０枚 カナ ト以 上の場合 には馬 に

乗 った人がふた り，それぞれ鐙で樟 を支

えることになる。ユルタの天 井が高 く，

シャ ンラクが重 いか らであ る。 ウイクの

尖 った上端 （カ ラム Ｋａ」ｌａＭ）を シャンラ

クの穴 にさしこみ，下端をケ レゲ の二股

（Ｂａｃ）に結びつけた。 この場合の手順 は，

それぞれ反対の側 か らす ることが重要で

ある。例えば扉側 とその反対側を同時に

固定 して い く。 こうして ユルタの骨組 が

完成す る。

　 ついで ウイクの下端 あた りで文様のあ

る帯 （バ スクール ＢａＣＫｙｐ） を しっか り

巻 きつけ，扉枠の ところのウイクに結び

つける。 それか らアシで編 んだむ しろを

巻 き，扉枠 に木扉 と扉カバ ーを下げ，上

部を シャンラクに結びつけ る。 ケ レゲの

上か ら トゥイルル イクを， ウイクの下端

の約 ３分 の １をおお うようにかけて骨組

に しば りつけ る。 ２枚の ウジュクで天井

をおお い，その下端 はケ レゲの上端 に達

す るようにする。

　 最後 に，シャンラクにそのおおい （Ｔｙ－

Ｈ即 Ｋ）をかけ る。

　［ユルタ空間のしきたり］

　円錐形の天井をもつ円形のユルタ空間

は，自由な床面積をつくるために最大限

の工夫がなされている。生活用具や身の

まわり品はできるだけ壁ぞいまたは天井

や壁にかけて片づける。内部の仕切りは

ない。 しかしユルタ空間の生活には古 く

か らの しきたりがある。

　ユルタの中央には炉（オシャクＯｎｌａＫ）

が ある。 かつてのカザ フの生活で は，炉

は食物 をつ くり，また寒い ときには暖を

とるところで もあ った。炉 は古 くか ら神

聖な場所であると考え られた。今 日で も

炉 は大切 にされて いるが， しか しもはや

象徴的であ る。暖 い時期には，食物 はユ

ルタの外で用 意され，寒い ときには，人

々はユ ルタではな しに，ブ ロック建の住

居 に住んでい る。

　入 口の正面 ，炉の奥は上座 （チ ョルＴｅｐ）

であって，来 客があれば これに坐 って も

らう。 カザ フ族 には，「自分 の分を知れ」

とい う意味で，「ユルタに入 った ときには，

上 座 をめざ して はな らない」 （ＥｃｉＫＴｅＨ

Ｋｉｐｉｎ，　Ｔｅｐｒｅ　ｏ３６ａ）とい う言葉があ ると

い う。上座 にはい ちばん上等のフ ェル ト

や じゅうたんを敷 き，長持 やフェル トの

袋，毛布，来客の肘当て（枕状の もの），

じゅうたんなどは，上座 の奥 の壁 （ケ レ

ゲ）ぎわの台 （ジュク・アヤ ク ＞ＫＹＫ　ａｆｌＫ）

上 に積みあげ られ る。

　 上座 （Ｔｅｐ） という言葉 は現代的建物

で も，最 もよ く飾 られた部屋 をあ らわす

言葉 と して残 っている。

　 扉 のそばの空間はボサガ ６０ｃａｒａ とよ

ばれ る。入 口の向か って右側 には，食器

や食料箱 などがおかれ，左側 は馬 具，鞍，

その他牧畜 に関連 した物 をお いた。扉 の

右手 のチ ョルとボサガの間 は老人 と子ど

もの場所 であった。一家の主人が ベ ッド

を利用 するときには， そのベ ッドが ここ

におかれた。入 口の左手， チ ョル近 くの

空間 は，結婚 した息子が老人 と同居 して

いる場 合 には， カーテンで仕切 られた若

者夫婦 のベ ッ ドがおかれた。 ユルタに １

家族 しか住まない場合 は， この空間 は家

族 の人 々の昼 間休 む 場所 とされた ［Ｍｙ・

ＫＡＨＯＢ　ｌ９８１］ｏ

６９５



　　ベッドと上座の間には横に樟がわたさ

れ，それに衣服などをかけた。入口の左

右両側の壁 （ケレゲ）の二股部分にはさ

まざまな袋物がかけられた。また壁面に

は刺繍 した じゅうたん，アプリケなどが

かけられ，天井か らも刺繍 した帯状の毛

織物や房などが下げ られ，ユルタの内部

空間を飾 った。ユルタ内部は遊牧民の生

活感のあふれた空間であったのである。
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